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司
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本
稿
は
、
品
部
・
雑
戸
の
系
譜
を
引
く
雑
工
戸
に
焦
点
を
当
て
、
彼
ら
に
対
す
る
管
理
や
収
取
の

あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
に
造

兵
司
が
兵
庫
寮
へ
と
統
合
さ
れ
て
い
く
こ
と
の
背
景
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
軍
事
関
係
の
雑
戸
で
あ
る
雑
工
戸
が
『
延
喜
式
』
に
ま
で
維
持
さ
れ
る
よ
う
に
、
律

令
国
家
が
彼
ら
に
対
し
て
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
さ
れ
な
が
ら
、
一
方
で
は
こ
れ
ら
雑
工
戸
は

造
兵
司
に
上
番
せ
ず
、
在
地
で
武
器
を
生
産
し
貢
納
し
て
い
た
と
さ
れ
、
相
反
す
る
理
解
が
な
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
造
兵
司
が
立
脚
す
る
雑
工
戸
へ
の
理
解
が
曖
昧
で
あ
っ
た
た
め
に
、
な
ぜ
造

兵
司
が
解
体
さ
れ
て
兵
庫
寮
へ
と
統
合
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
い
に
も
、
明
確
な
解
答
が
出
さ
れ
な

い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
要
因
は
、
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
の
内
容
分
析
の
不
足
と
、
兵
庫
寮
へ
の
統
合
ま
で
の
造

兵
司
の
活
動
に
対
す
る
検
討
の
不
足
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
不
足
を
補
い
、
造

兵
司
と
雑
工
戸
と
の
関
係
性
の
変
遷
を
整
理
し
て
、
造
兵
司
解
体
の
要
因
を
探
っ
た
。

は
じ
め
に

❶
雑
工
戸
条
の
理
解
に
つ
い
て

❷
造
兵
司
に
お
け
る
技
術
労
働
力
編
成

お
わ
り
に

［
論
文
要
旨
］

　

内
容
分
析
か
ら
、
延
喜
兵
庫
式
は
雑
工
戸
に
よ
る
在
地
で
の
武
器
生
産
な
ど
は
想
定
さ
れ
て
お
ら

ず
、
延
喜
兵
庫
式
が
依
然
と
し
て
中
央
に
工
人
を
上
番
さ
せ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
た
。

　

次
い
で
八
・
九
世
紀
の
造
兵
司
に
つ
い
て
、
先
学
の
成
果
に
よ
り
そ
の
中
心
的
機
能
が
軍
需
生
産

技
術
の
再
生
産
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
史
料
か
ら
造
兵
司
の
活
動
を
う
か
が
う
と
、
造

兵
司
に
お
け
る
技
術
伝
習
と
、
造
兵
司
に
よ
る
雑
工
戸
へ
の
管
理
と
は
、
い
ず
れ
も
九
世
紀
に
衰
退

し
て
い
た
。

　

そ
の
結
果
、
造
兵
司
は
雑
工
戸
へ
の
支
配
を
放
棄
し
て
、
当
時
京
内
を
中
心
に
発
達
し
た
雇
用
労

働
と
、
京
畿
内
に
お
け
る
手
工
業
民
の
増
加
を
背
景
に
、
必
要
な
技
術
者
・
労
働
力
を
雇
用
す
る
形

態
へ
と
移
行
し
た
の
で
あ
り
、
大
宝
令
以
来
雑
工
戸
の
管
理
を
職
務
と
し
た
造
兵
司
は
解
体
さ
れ
、

工
房
機
能
が
兵
庫
寮
へ
と
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】　

雑
工
戸
、
造
兵
司
、
兵
庫
寮
、
延
喜
兵
庫
式
、
技
術
労
働
力
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品
部
・
雑
戸
の
う
ち
で
も
特
に
軍
事
的
性
格
の
濃
厚
な
も
の
を
長
く
維
持
し
よ
う
と

し
た
こ
と
に
は
、
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
雑
工
戸
な
ど
は
長
く
維
持
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
実
体
を
失
っ

て
い
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
先
の
条
文
に
は
、「
其
役
分
物
、
毎
年
附
二
貢

調
使
一
進
之
。」
と
あ
っ
て
、
各
地
に
分
布
し
た
雑
工
戸
か
ら
、
貢
調
使
を
通
じ
て
何

ら
か
の
貢
納
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、松
本
政
春
氏
は
、

本
来
雑
戸
が
上
番
し
て
造
兵
司
で
生
産
を
行
っ
て
い
た
の
が
、
い
つ
の
頃
か
ら
か
上

番
せ
ず
に
在
地
か
ら
製
品
を
貢
納
す
る
体
制
へ
と
移
行
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
（
（

。
さ
ら

に
松
本
氏
は
、
こ
の
よ
う
に
貢
納
を
中
心
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
造
兵
司

が
官
司
と
し
て
存
続
す
る
意
義
が
低
下
し
、
寛
平
八
年
の
停
廃
に
至
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
し
た
。

一
方
新
井
喜
久
夫
氏
は
、
調
分
二
〇
日
・
庸
分
一
〇
日
・
徭
分
二
〇
日
と
い
う
換

算
（
（
（

か
ら
、
免
除
を
明
記
さ
れ
る
調
庸
分
を
上
番
に
充
て
る
ほ
か
、
明
記
は
さ
れ
な
い

が
雑
徭
も
免
除
さ
れ
て
お
り
、
徭
分
二
〇
日
を
在
地
に
お
け
る
生
産
に
充
て
る
と
す

る
理
解
を
示
し
た
（
（
（

。
貢
調
使
が
京
進
す
る
「
役
分
物
」
と
は
、
徭
分
に
よ
り
生
産
さ

れ
た
製
品
、
な
い
し
は
造
兵
司
の
運
営
に
必
要
と
な
る
物
資
で
あ
っ
た
と
考
え
る
の

で
あ
る
。

松
本
氏
の
見
解
と
新
井
氏
の
見
解
と
は
、
上
番
の
有
無
に
お
い
て
相
違
点
は
あ
る

も
の
の
、
製
品
の
貢
納
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
と
解
し
て
い
る
点
で
は
共
通
し
て
い

る
。
本
来
律
令
制
造
兵
司
に
所
属
し
て
い
た
雑
工
戸
（
品
部
・
雑
戸
）
は
、
造
兵
司

に
一
定
期
間
上
番
し
て
技
術
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
貢
納
制
の
導
入
は
、
造
兵
司
と
雑
工
戸
と
の
関
係
性
を
考
え
る
う
え
で
、
重
要

な
手
掛
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。
先
に
み
た
松
本
氏
の
見
解
も
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か

ら
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

確
か
に
品
部
の
廃
止
や
雑
戸
の
解
放
を
示
す
史
料
が
度
々
現
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
造
兵
司
に
お
け
る
生
産
・
貢
納
の
形
態
は
大
宝
令
施
行
直
後
と
同
一
で
は

な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
一
方
で
製
品
の
貢
納
を
前
提
と
し
た
記
述
は
六
国
史
や

は
じ
め
に

寛
平
八
年
（
八
九
六
）の
中
央
官
司
再
編
成
に
よ
り
、
兵
部
省
被
管
の
造
兵
司
・
鼓

吹
司
は
、
左
右
兵
庫
と
統
合
さ
れ
、
兵
庫
寮
と
い
う
一
官
司
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
う
し

た
経
緯
を
反
映
し
て
、
延
喜
兵
庫
式
に
は
、
左
右
兵
庫
の
ほ
か
、
造
兵
司
・
鼓
吹
司
に

関
す
る
規
定
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。

そ
う
し
た
条
文
の
一
つ
に
、
次
の
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
が
あ
る
。

雑
工
戸

左
京
廿
五
烟
〈
今
絶
戸
〉　

右
京
卅
九
烟
〈
今
絶
戸
〉　

大
和
国
六
十
九
烟

摂
津
国
五
十
烟　

河
内
国
七
十
一
烟　

和
泉
国
五
烟

伊
勢
国
四
烟　

尾
張
国
四
烟　

遠
江
国
廿
烟

近
江
国
十
八
烟　

美
濃
国
卅
二
烟　

丹
波
国
七
烟

播
磨
国
四
烟　

紀
伊
国
廿
六
烟

右
、
雑
工
戸
免
二
調
庸
。一
毎
年
自
二
十
月
一
日
一
至
二
二
月
卅
日
一
役
使
。
雑
作

人
別
不
レ
得
レ
過
二
五
十
日
。一
其
役
分
物
、
毎
年
附
二
貢
調
使
一
進
之
。
但
摂
津

国
有
馬
郡
羽
束
工
戸
役
十
五
日
、
不
レ
免
二
其
調
。一
若
有
二
絶
戸
、一
其
口
分
田
、

准
レ
価
賃
租
充
二
雑
工
食
。一
不
レ
給
二
公
粮
。一

雑
工
戸
と
は
、
律
令
制
造
兵
司
に
所
属
し
て
い
た
品
部
・
雑
戸
の
総
称
で
あ
る
。
右

の
条
文
は
、
造
兵
司
を
統
合
し
た
こ
と
で
兵
庫
寮
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

狩
野
久
氏
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る
雑
戸
の
多
く
に
軍
事
的
性
格
を
見
出
し
、
そ

れ
ゆ
え
に
こ
そ
彼
ら
は
官
司
隷
属
民
的
地
位
に
置
か
れ
た
と
述
べ
た
（
（
（

。
そ
し
て
右
の

雑
工
戸
を
含
め
、『
延
喜
式
』
に
規
定
さ
れ
る
品
部
・
雑
戸
が
い
ず
れ
も
軍
事
的
性

格
を
持
つ
こ
と
を
、
自
説
補
強
の
傍
証
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
律
令
国
家
が
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延
喜
兵
庫
式
か
ら
は
見
出
せ
ず
、
兵
庫
寮
、
お
よ
び
統
合
以
前
の
造
兵
司
に
お
い
て
、

各
地
の
雑
工
戸
か
ら
の
貢
納
に
よ
っ
て
必
要
な
生
産
を
ま
か
な
っ
て
い
た
と
は
考
え

に
く
い
。
延
喜
兵
庫
式
の
他
条
文
、
ま
た
六
国
史
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
統
合
以
前
の

造
兵
司
の
活
動
か
ら
は
、
中
央
の
造
兵
司
・
兵
庫
寮
に
工
人
が
上
番
し
て
修
理
・
製

造
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
事
例
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
品
部
・
雑
戸

の
実
質
的
な
解
体
後
も
、
造
兵
司
に
お
い
て
は
上
番
す
る
工
人
に
よ
っ
て
生
産
・
修

理
を
行
う
の
が
建
前
で
あ
り
、
ま
た
実
態
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ

る
。こ
の
点
で
、松
本
氏
の
示
し
た
、造
兵
司
解
体
へ
の
見
通
し
は
再
検
討
を
要
す
る
。

ま
た
、
九
世
紀
に
お
い
て
も
造
兵
司
に
お
け
る
生
産
が
続
い
て
い
た
な
ら
ば
、
上

番
す
る
工
人
が
規
定
通
り
雑
工
戸
で
あ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
浅
香
年
木
氏
（
（
（

が
指
摘
し

た
よ
う
な
雇
工
で
あ
る
の
か
と
い
う
点
が
大
き
な
問
題
と
な
る
。

本
稿
は
右
の
よ
う
な
関
心
か
ら
、
『
延
喜
式
』
に
見
え
る
規
定
を
再
検
討
し
、
品

部
・
雑
戸
の
解
体
後
に
お
け
る
造
兵
司
の
労
働
力
基
盤
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
も

の
で
あ
る
。
ま
ず
『
延
喜
式
』
に
お
け
る
雑
工
戸
の
規
定
そ
の
も
の
を
分
析
し
、
雑

工
戸
に
よ
る
貢
納
が
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
た
の
か
を
確
認
す

る
。ま

た
、
造
兵
司
は
専
論
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
寛
平
八
年
に
兵
庫
寮

へ
と
統
合
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
器
仗
に
関
わ
る
職
務
の
親
和
性
か
ら
説
明
さ

れ
（
（
（

、
詳
細
な
経
緯
の
説
明
は
必
ず
し
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
造
兵
司
に
お
け

る
雑
工
戸
の
変
質
か
ら
、
官
司
と
し
て
の
造
兵
司
の
機
能
の
変
化
を
跡
付
け
、
造
兵

司
が
兵
庫
寮
へ
と
統
合
さ
れ
る
背
景
を
も
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
稿
で

造
兵
司
の
「
解
体
」
と
称
す
る
と
き
、
こ
れ
は
造
兵
司
の
一
切
の
機
能
を
廃
止
す
る

こ
と
で
は
な
く
、
兵
庫
寮
へ
の
統
合
に
際
し
て
の
造
兵
司
四
等
官
ら
の
廃
止
を
想
定

し
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

❶
雑
工
戸
条
の
理
解
に
つ
い
て

造
兵
司
と
雑
工
戸
と
の
関
係
性
を
検
討
す
る
た
め
に
も
、
今
一
度
延
喜
兵
庫
式
に

見
え
る
雑
工
戸
関
係
規
定
と
、
そ
こ
か
ら
検
出
で
き
る
特
徴
の
明
確
化
を
行
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
本
章
で
は
、
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
の
内
容
分
析
と
、『
延
喜

式
』
の
他
条
文
と
の
照
合
を
通
じ
て
、
兵
庫
寮
お
よ
び
統
合
以
前
の
造
兵
司
に
お
け

る
労
働
力
徴
発
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

冒
頭
で
も
掲
げ
た
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
を
あ
ら
た
め
て
掲
げ
る
。
な
お
、
後

半
部
分
の
①
～
⑦
は
条
文
の
記
述
を
内
容
的
に
区
切
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

雑
工
戸

左
京
廿
五
烟
〈
今
絶
戸
〉　

右
京
卅
九
烟
〈
今
絶
戸
〉　

大
和
国
六
十
九
烟

摂
津
国
五
十
烟　

河
内
国
七
十
一
烟　

和
泉
国
五
烟

伊
勢
国
四
烟　

尾
張
国
四
烟　

遠
江
国
廿
烟

近
江
国
十
八
烟　

美
濃
国
卅
二
烟　

丹
波
国
七
烟

播
磨
国
四
烟　

紀
伊
国
廿
六
烟

右
、
雑
工
戸
①
免
二
調
庸
。一
②
毎
年
自
二
十
月
一
日
一
至
二
二
月
卅
日
一
役
使
。

③
雑
作
人
別
不
レ
得
レ
過
二
五
十
日
。一
④
其
役
分
物
、
毎
年
附
二
貢
調
使
一
進

之
。
⑤
但
摂
津
国
有
馬
郡
羽
束
工
戸
役
十
五
日
、
不
レ
免
二
其
調
。一
⑥
若
有
二

絶
戸
、一
其
口
分
田
、
准
レ
価
賃
租
充
二
雑
工
食
。一
⑦
不
レ
給
二
公
粮
。一

雑
工
戸
は
京
畿
内
を
中
心
に
分
布
し
て
お
り
、
総
数
は
三
七
四
戸
だ
が
、
左
右
京

の
六
四
戸
に
は
「
今
絶
戸
」
と
の
注
記
が
な
さ
れ
て
い
る
。

本
条
後
半
部
で
は
、
雑
工
戸
に
つ
い
て
次
の
七
点
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

①
調
庸
を
免
除
す
る
こ
と
。

②
毎
年
十
月
一
日
か
ら
二
月
三
十
日
ま
で
の
い
わ
ゆ
る
閑
月
に
使
役
す
る
こ
と
。
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れ
て
い
る
。

凡
計
二
功
程
一
者
、
四
月
・
五
月
・
六
月
・
七
月
、
為
二
長
功
。一〈
布
一
常
得
二
四

功
。一〉
二
月
・
三
月
・
八
月
・
九
月
、為
二
中
功
。一〈
一
常
得
二
五
功
。一〉
十
月・十
一
月
・

十
二
月
・
正
月
、
為
二
短
功
。一〈
一
常
得
二
六
功
。一〉

雑
工
戸
は
十
月
か
ら
二
月
末
ま
で
使
役
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
ほ
と
ん
ど

が
短
功
で
、
二
月
中
の
み
中
功
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
長
功
ま
で

含
め
て
通
年
生
産
を
行
い
得
る
か
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

あ
ら
た
め
て
、
延
喜
兵
庫
式
に
お
け
る
器
仗
の
生
産
規
定
を
み
る
と
、
23
梓
弓
条
・

24
征
箭
条
・
25
横
刀
条
・
26
挂
甲
条
の
四
つ
の
条
文
は
、
長
功
・
中
功
・
短
功
の
そ

れ
ぞ
れ
の
場
合
に
お
け
る
作
業
日
数
を
区
別
し
て
記
述
し
て
い
る
。
一
方
20
御
梓
弓

条
・
21
大
祓
横
刀
条
・
22
大
嘗
会
神
楯
条
の
三
つ
の
条
文
は
、
そ
の
よ
う
な
区
別
な

く
一
通
り
の
日
数
を
定
め
て
い
る
。

後
者
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
、
特
定
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
る
儀
仗
用
の
武
器
で

あ
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
20
御
梓
弓
条
で
生
産
さ
れ
る
の
は
、
正
月

七
日
に
内
裏
へ
と
進
上
す
る
特
別
な
弓
で
あ
り
、
ま
た
21
大
祓
横
刀
条
で
生
産
さ
れ

る
の
は
、
条
文
名
通
り
六
月
・
十
二
月
の
大
祓
で
使
用
さ
れ
る
横
刀
で
あ
る
。
22
大

嘗
会
神
楯
条
も
践
祚
大
嘗
会
に
必
要
な
神
楯
・
戟
の
生
産
規
定
で
あ
り
、
上
記
三
例

は
い
ず
れ
も
特
定
の
時
期
に
の
み
必
要
と
な
る
、
言
い
換
え
れ
ば
年
間
の
生
産
予
定

が
確
定
し
て
い
る
器
仗
の
生
産
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
生
産
は
雑
工
戸
上

番
期
間
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
雑
工
戸
上
番
期
間
中

は
ほ
と
ん
ど
短
功
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
場
合
に
つ
い
て
特
別
の
規
定
を
設
け

な
か
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
反
対
に
23
～
26
条
に
規
定
さ

れ
る
器
仗
に
つ
い
て
は
、
時
期
に
よ
ら
ず
必
要
に
応
じ
て
雑
工
戸
以
外
の
労
働
力
を

も
動
員
し
生
産
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

右
の
原
則
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
か
に
見
え
る
事
例
も
あ
る
。
27
修
理
挂
甲
料
条
お

③
人
ご
と
の
徴
発
期
間
は
五
〇
日
を
限
度
と
す
る
こ
と
。

④
毎
年
「
役
分
物
」
を
貢
調
使
に
持
た
せ
て
京
進
さ
せ
る
こ
と
。

⑤
摂
津
国
有
馬
郡
の
羽
束
工
戸
の
人
は
一
五
日
を
限
度
に
使
役
し
、
調
を
免
除
し

な
い
こ
と
。

⑥
絶
戸
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
口
分
田
を
賃
租
し
て
地
子
を
工
人
の
食
料
に
充
て

る
こ
と
。

⑦
公
粮
を
支
給
し
な
い
こ
と
。

右
の
う
ち
⑤
は
雑
工
戸
の
中
で
特
別
な
扱
い
を
受
け
る
も
の
に
つ
い
て
定
め
た
部

分
で
あ
り
、
全
体
に
関
わ
る
規
定
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
⑤
以
外
の
六
つ
の
部
分
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
く
が
、
比
較
の
対
象
と
し
て
、『
令
集
解
』
職
員
令
26
造

兵
司
条
古
記
・
令
釈
に
引
か
れ
る
別
記
を
掲
げ
て
お
こ
う
。

古
記
及
釈
云
、
別
記
云
、
鍛
戸
二
百
十
七
戸
。
甲
作
六
十
二
戸
。
靱
作
五
十
八

戸
。
弓
削
三
十
二
戸
。
矢
作
廿
二
戸
。
鞆
張
廿
四
戸
。
羽
結
廿
戸
。
桙
刊
卅
戸
。

右
八
色
人
等
、
自
二
十
月
一
至
二
三
月
、一
毎
戸
役
二
一
丁
。一
為
二
雑
戸
一
免
二
調

役
一
也
。
爪
工
十
八
戸
。
楯
縫
卅
六
戸
。
幄
作
十
六
戸
。
右
三
色
人
等
、
臨
レ
時

召
役
。
為
二
品
部
一
取
レ
調
免
二
徭
役
。一

一
工
人
の
徴
発
時
期

　

延
喜
兵
庫
式
と
別
記
と
を
比
較
す
る
と
、
延
喜
兵
庫
式
の
規
定
に
お
け
る
②
が
、

別
記
に
お
け
る
雑
戸
の
徴
発
規
定
を
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
雑

工
戸
の
動
員
に
際
し
て
は
、
一
貫
し
て
農
閑
期
に
徴
発
す
る
こ
と
が
制
度
上
維
持
さ

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
延
喜
兵
庫
式
に
お
け
る
具
体
的
な
器
仗
の
生
産
規
定
を
見
る
と
、
長

功
・
中
功
・
短
功
の
全
て
の
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い
る
条
文
が
存
在
し
て
い
る
。
長

功
・
中
功
・
短
功
に
つ
い
て
は
、
養
老
営
繕
令
1
計
功
程
条
に
次
の
よ
う
に
規
定
さ
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よ
び
29
造
弩
条
は
、
そ
れ
ぞ
れ
挂
甲
の
修
理
と
機
械
式
の
大
弓
で
あ
る
弩
の
製
造
に

関
す
る
規
定
だ
が
、
時
期
に
よ
る
労
働
日
数
の
調
整
を
規
定
せ
ず
、
必
要
な
作
業
量

を
の
べ
人
数
と
し
て
計
上
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
弩
に
つ
い
て
は
詳
細
を

知
り
難
い
が
、
挂
甲
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
14
破
損
甲
条
に
お
い
て
兵
庫
寮
が
毎
年

五
〇
領
の
破
損
甲
を
修
理
す
る
と
定
め
て
い
る
。
先
の
27
修
理
挂
甲
料
条
も
こ
れ
に

関
わ
る
規
定
で
あ
ろ
う
。
年
間
の
修
理
計
画
が
固
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
先

に
み
た
特
定
の
儀
式
に
用
い
る
器
仗
と
同
じ
く
、
雑
工
戸
の
上
番
期
間
に
作
業
を
集

中
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
時
期
に
よ
る
作
業
日
数
の
調
整
を
想

定
せ
ず
に
立
条
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
、
延
喜
兵
庫
式
に
お
い
て
は
、
必
ず
し
も
労
働
力
基
盤
を
雑
工
戸
の
み
に
求

め
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
雑
工
戸
な
ど
の
世
襲
的
技
術
民
か
ら
、
雇
用
労

働
力
へ
と
転
換
が
進
ん
で
い
っ
た
と
す
る
浅
香
氏
の
指
摘
（
（
（

も
あ
り
、
九
世
紀
に
お
い

て
雑
工
戸
の
み
を
労
働
力
基
盤
と
し
て
想
定
し
え
な
い
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
態
面
の
み
な
ら
ず
、『
延
喜
式
』
と
い
う
制
定
法
に
お
い

て
、
雑
工
戸
以
外
の
労
働
力
を
も
差
発
す
る
こ
と
を
見
越
し
た
規
定
が
立
条
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、律
令
国
家
に
お
け
る
技
術
労
働
力
の
徴
発
を
考
え
る
う
え
で
、

重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
「
役
分
物
」
の
理
解
を
め
ぐ
っ
て

次
に
、
雑
工
戸
に
対
す
る
財
政
的
措
置
を
み
て
い
こ
う
。
①
に
規
定
さ
れ
る
よ

う
に
、
雑
工
戸
は
調
庸
を
免
除
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
別
記
の
記
載
と
も
一

致
す
る
。
一
方
で
、
雑
徭
の
免
除
に
つ
い
て
は
条
文
内
で
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
こ

の
点
に
つ
き
、
新
井
氏
は
、
③
で
人
別
の
労
働
日
数
を
五
〇
日
と
す
る
こ
と
か
ら
、

実
際
に
は
調
分
二
〇
日
と
庸
分
一
〇
日
に
加
え
、
徭
分
二
〇
日
を
も
雑
工
戸
の
使
役

に
含
ん
で
お
り
、
し
た
が
っ
て
明
記
さ
れ
な
い
が
雑
徭
も
ま
た
免
除
さ
れ
て
い
る
と

し
た
（
（
（

。
ま
た
、
新
井
氏
は
、
④
に
い
う
「
役
分
物
」
が
徭
分
に
相
当
す
る
と
理
解
し
、

調
庸
分
の
三
〇
日
を
上
番
に
充
て
、
残
る
徭
分
二
〇
日
を
在
地
で
の
生
産
・
貢
納
に

充
て
る
と
し
て
い
る
。

③
に
み
え
る
五
〇
日
の
就
労
日
数
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
調

庸
お
よ
び
雑
徭
の
免
除
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
こ
こ
で
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶

四
年
（
八
八
〇
）
八
月
十
六
日
条
に
「
鼓
吹
司
吹
戸
者
、
調
徭
雑
役
、
共
被
二
免
除
。一

資
二
私
粮
食
、一
学
二
習
鼓
角
。一」
と
あ
る
の
が
参
考
と
な
る
。
櫛
木
謙
周
氏
は
、「
こ

の
例
か
ら
す
べ
て
の
品
部
・
雑
戸
の
課
役
免
除
の
意
味
を
推
し
量
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
も
し
れ
な
い
（
（1
（

」
と
注
意
を
促
し
て
は
い
る
が
、
雑
工
戸
の
調
庸
免
除
規
定
も
、
上

番
す
る
工
人
の
食
料
な
ど
を
ま
か
な
う
た
め
の
給
付
措
置
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
延
喜
木
工
式
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

延
喜
木
工
式
29
鍛
冶
戸
条

鍛
冶
戸

左
京
十
九
烟　

右
京
五
十
八
烟　

大
和
国
一
百
二
烟

山
城
国
十
烟　

河
内
国
卌
六
烟　

摂
津
国
五
十
八
烟

伊
賀
国
三
烟　

伊
勢
国
三
烟　

近
江
国
卌
四
烟

播
磨
国
十
六
烟　

紀
伊
国
十
三
烟

右
、
鍛
冶
戸
毎
年
当
国
計
帳
進
レ
官
、
官
先
下
二
主
計
寮
一
令
レ
計
二
損
益
、一

然
後
下
レ
寮
。
即
従
二
十
月
一
日
一
至
二
二
月
卅
日
、一
為
レ
番
役
使
。

同
30
鍛
冶
調
庸
徭
条

凡
五
畿
内
及
伊
賀
、
伊
勢
、
近
江
、
丹
波
、
播
磨
、
紀
伊
等
国
鍛
冶
戸
百
姓
調

庸
徭
分
者
、
附
二
貢
調
使
一
送
之
。

木
工
寮
の
鍛
冶
戸
も
雑
工
戸
と
同
じ
く
も
と
は
雑
戸
で
、
金
属
加
工
に
従
事
す
る
と

い
う
点
も
共
通
し
て
お
り
、
閑
月
に
上
番
す
る
と
い
う
同
様
の
就
労
形
態
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
鍛
冶
戸
が
「
調
庸
徭
分
」
を
貢
調
使
に
持

た
せ
て
京
進
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
。
雑
工
戸
の
規
定
と
単
純
に
比
較
す
れ
ば
、

「
役
分
」
＝
「
調
庸
徭
分
」
と
い
う
置
き
換
え
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
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述
べ
た
通
り
雑
工
戸
の
雑
徭
免
除
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
免
除
さ
れ
た
調
庸
分

が
上
番
す
る
工
人
の
た
め
に
京
進
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
訳
注
日
本
史
料
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
は
、
雑
戸
解
放
後
良
民
と
さ
れ
た

鍛
冶
戸
が
調
庸
を
負
担
し
て
い
た
と
の
立
場
か
ら
、「
調
庸
徭
分
」
を
調
庸
お
よ
び

徭
分
と
区
切
っ
て
理
解
す
る（

（1
（

。
こ
の
場
合
、
調
庸
の
名
目
で
収
取
が
行
わ
れ
る
点

で
、
雑
工
戸
と
は
貢
納
の
あ
り
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、「
調

庸
徭
分
」
を
調
庸
と
徭
分
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
調
庸
を
貢
調
使
が
京
進
す
る
こ
と

は
当
然
で
あ
る
か
ら
、
な
ぜ
殊
更
に
明
文
規
定
を
設
け
る
の
か
が
理
解
し
が
た
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
鍛
冶
戸
と
雑
工
戸
と
は
と
も
に
金
属
加
工
を
中
心
と

す
る
旧
雑
戸
で
あ
り
、
後
述
す
る
雑
戸
解
放
と
上
番
再
開
に
際
し
て
も
同
列
に
扱
わ

れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
両
者
に
調
庸
免
除
の
有
無
と
い
う
差
異
が
生
じ
る
と
は

考
え
が
た
い
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
延
喜
木
工
式
の
該
当
部
分
に
つ
い
て
は
、
調

分
・
庸
分
・
徭
分
を
併
記
し
た
も
の
と
解
し
、
鼓
吹
戸
と
同
様
に
在
地
に
お
け
る
特

定
の
戸
の
調
庸
雑
徭
を
免
除
し
て
、
そ
の
相
当
分
の
貢
納
物
を
上
番
す
る
工
人
へ
の

給
付
財
源
と
す
る
と
い
う
規
定
で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

右
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
雑
工
戸
が
京
進
す
る
「
役
分
物
」
に
つ
い
て
も
、
明
記

さ
れ
な
い
雑
徭
に
よ
り
生
産
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
と
解
釈
す
る
必
要
は
な
く
、
調

分
・
庸
分
・
徭
分
を
総
称
し
た
も
の
と
み
て
矛
盾
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、

次
の
『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
二
月
十
日
条
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

十
日
丙
辰
、　

勅
、
貞
観
六
年
正
月
七
日
、　

詔
復
二
天
下
百
姓
徭
一
十
日
。
而

在
二
諸
国
一
造
兵
司
雑
工
戸
猶
役
二
卅
日
、一
司
徴
二
其
料
。一
宜
下
准
二　

詔
旨
一
同

復
。上

貞
観
六
年
に
雑
徭
は
三
〇
日
か
ら
二
〇
日
へ
と
軽
減
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
造
兵
司

が
諸
国
の
雑
工
戸
に
対
し
て
三
〇
日
分
の
料
物
を
要
求
し
て
い
た
と
あ
る
。
新
井
氏

は
こ
の
記
事
と
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
の
内
容
か
ら
、
雑
工
戸
の
生
産
が
中
央
に

集
約
さ
れ
ず
、
調
庸
免
除
分
の
上
番
と
、
雑
徭
分
で
の
在
地
に
お
け
る
生
産
、
そ
し

て
在
地
に
お
け
る
生
産
物
と
上
番
し
な
い
も
の
の
調
庸
徭
分
の
貢
納
が
行
わ
れ
た
と

の
理
解
を
導
い
て
い
る
。

新
井
氏
の
見
解
の
う
ち
、
上
番
し
な
い
も
の
の
調
庸
徭
分
を
貢
調
使
が
京
進
し
た

と
す
る
点
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
私
見
の
立
場
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
調
庸

分
で
上
番
す
る
工
人
に
つ
い
て
も
、
雑
徭
を
充
当
し
て
在
地
に
お
け
る
生
産
・
貢
納

を
行
わ
せ
る
こ
と
が
『
延
喜
式
』
の
法
意
で
あ
る
と
す
る
点
に
は
従
え
な
い
。
古
尾

谷
知
浩
氏
の
論
考
に
お
い
て
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
八
世
紀
の
段
階
か
ら
、
律
令
国
家

は
必
要
な
手
工
業
生
産
の
全
て
を
自
ら
ま
か
な
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
技
術
労

働
力
の
徴
発
に
関
し
て
も
、
造
兵
司
な
ど
の
官
司
所
属
工
房
以
外
に
広
く
技
術
者
が

存
在
し
、
そ
の
技
術
者
や
製
品
の
一
部
を
徴
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
（
（1
（

。
こ
の
よ
う
な

状
況
下
で
雑
工
戸
を
造
兵
司
直
属
の
手
工
業
民
と
し
て
掌
握
し
、
閑
月
に
上
番
さ
せ

る
と
い
う
体
制
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
定
数
の
生
産
を
満
た
す
こ
と
よ
り
も
、
技

術
的
指
導
者
の
育
成
・
維
持
に
重
点
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
（
（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
在
地
に
お
け
る
雑
徭
の
形
を
と
っ
て
ま
で
雑
工
戸
に
器
仗
を
生

産
さ
せ
る
必
要
性
は
薄
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

春
名
宏
昭
氏
は
、
雑
戸
解
放
後
に
雑
工
戸
・
鍛
冶
戸
が
造
兵
司
・
鍛
冶
司
へ
の
上

番
を
再
開
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
の
要
因
と
し
て
、
律
令
国
家
が
必
要
と
す
る
軍
事
的
技

術
が
、
官
司
外
で
は
十
分
に
伝
習
さ
れ
ず
、
律
令
国
家
が
こ
れ
ら
の
技
術
が
衰
退
す

る
恐
れ
を
感
じ
た
た
め
で
あ
る
と
の
見
通
し
を
示
し
て
お
り
（
（1
（

、
従
う
べ
き
見
解
で
あ

ろ
う
。
雑
工
戸
・
鍛
冶
戸
が
『
延
喜
式
』
に
ま
で
維
持
さ
れ
た
の
は
、
律
令
国
家
に

お
け
る
技
術
伝
習
の
基
盤
と
し
て
重
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
雑
工
戸

に
対
し
て
雑
徭
分
を
在
地
で
生
産
・
貢
納
さ
せ
る
と
い
う
い
わ
ば
放
任
主
義
的
な
態

度
で
臨
ん
だ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

先
の
貞
観
八
年
の
事
例
に
お
い
て
も
、
雑
徭
の
日
数
が
全
国
的
に
減
額
さ
れ
た
に

も
関
わ
ら
ず
造
兵
司
が
雑
徭
の
名
目
で
徴
発
を
行
う
と
考
え
る
よ
り
、
雑
徭
三
〇
日

分
に
相
当
す
る
料
物
を
、
国
司
に
要
請
し
て
徴
発
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
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う
。
そ
の
背
景
に
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
七
年
（
八
六
五
）
十
二
月
十
七
日

条
に（

前
略
）
諸
衛
士
仕
丁
等
愁
訴
云
、
遠
辞
二
郷
国
、一
苦
二
役
京
都
。一
唯
仰
二
養
丁

之
輸
物
、一
以
充
二
羈
旅
之
資
用
。一
而
本
国
司
称
二
依　
レ
詔
復
一レ
徭
、
養
物
之
数
、

三
分
減
レ
一
。
然
則
留
レ
国
之
民
既
蒙
二
十
日
之
復
、一
上
京
之
丁
猶
苦
二
一
年
之

役
。一
凡
在
二
労
逸
、一
彼
此
不
レ
同
。（
後
略
）

と
み
え
る
よ
う
な
、
中
央
官
司
財
源
と
し
て
の
徭
分
減
額
へ
の
抵
抗
が
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

以
上
よ
り
、
雑
工
戸
は
調
庸
、
ま
た
明
文
化
さ
れ
な
い
も
の
の
雑
徭
を
免
除
さ
れ
、

そ
の
相
当
額
を
代
物
納
す
る
こ
と
で
上
番
す
る
工
人
を
支
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、

京
進
さ
れ
る
「
役
分
物
」
を
在
地
で
生
産
さ
れ
た
器
仗
で
あ
る
と
す
る
見
解
に
は
従

い
が
た
い
。
延
喜
兵
庫
式
に
お
い
て
は
、
依
然
と
し
て
工
人
を
上
番
さ
せ
中
央
で
生

産
を
行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
上
番
工
人
の
使
役
と
給
粮

本
節
で
は
、
実
際
に
上
番
す
る
工
人
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
春

名
氏
は
、『
令
集
解
』
職
員
令
63
左
馬
寮
条
に

天
平
勝
宝
三
年
官
符
云
、
馬
飼
者
悉
充
二
雑
徭
、一
如
レ
旧
、
作
レ
番
上
二
下
左
右

馬
寮
。一
国
司
与
二
本
司
、一
共
検
校
、
勿
レ
令
二
遺
漏
。一

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
馬
飼
と
と
も
に
解
放
さ
れ
た
旧
雑
戸
に
つ
い
て
も
同
様
に
雑
徭

を
充
当
し
て
上
番
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。
賦
役
令
（
（1
（

に
六
〇
日
と
規
定
さ
れ
た
雑
徭

は
、
天
平
宝
字
元
年
（
七
五
七
）
に
三
〇
日
へ
と
半
減
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

が
、
馬
飼
や
雑

工
戸
ら
の
徴
発
は
こ
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
た
と
理
解
す
る
の
で
あ
る
（
（1
（

。

③
に
規
定
す
る
よ
う
に
、
雑
工
戸
の
上
番
日
数
は
五
〇
日
を
上
限
と
す
る
の
で
あ

る
か
ら
、
少
な
く
と
も
延
喜
兵
庫
式
の
規
定
が
作
成
さ
れ
た
段
階
（
（1
（

で
は
、
単
純
に
雑

徭
の
範
囲
内
で
徴
発
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
新
井
氏
の

述
べ
た
よ
う
に
、
③
で
は
調
分
二
〇
日
・
庸
分
一
〇
日
・
徭
分
二
〇
日
の
合
計
と
し

て
五
〇
日
と
記
載
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
貞
観
六
年
以
前
は
雑
徭
が
三
〇
日
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
雑
工
戸
の
上
番
日
数
は
六
〇
日
以
内
と
な
り
、
天
平
宝
字
元
年
以
前

の
雑
徭
六
〇
日
と
一
致
す
る
。
よ
っ
て
、
雑
徭
が
半
減
さ
れ
て
三
〇
日
と
さ
れ
た
の

に
伴
い
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
調
庸
分
を
追
加
で
上
番
に
充
て
た
と
解
す
る
こ
と
が

で
き
そ
う
で
あ
る
。

だ
が
こ
こ
で
、
⑦
に
公
粮
支
給
を
行
わ
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
訳
注
日
本
史
料
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
は
、⑥
と
つ
な
げ
て
読
み
下
し
て
い
る
。

内
容
的
に
は
、
通
常
雑
工
に
は
公
粮
を
支
給
す
る
も
の
の
、
雑
工
戸
に
絶
戸
が
あ
る

場
合
は
そ
の
口
分
田
を
賃
租
し
て
地
子
を
食
料
に
充
て
、
そ
の
分
の
公
粮
を
支
給
し

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
前
節
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
『
延
喜
式
』
に
お
い
て
は
雑
工

戸
・
鍛
冶
戸
ら
は
在
地
か
ら
の
調
庸
徭
分
に
よ
っ
て
資
養
さ
れ
て
お
り
、
公
粮
は
支

給
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
あ
れ
ば
、
⑦
は
絶
戸
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
雑
工
戸
全
体
に
係
る
規
定
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
実
態
は
別

に
し
て
も
制
度
上
雑
徭
は
公
粮
を
支
給
し
な
い
原
則
で
あ
っ
た
（
（1
（

か
ら
、
春
名
氏
の
述

べ
る
よ
う
に
雑
工
戸
が
雑
徭
の
範
囲
内
で
差
発
さ
れ
た
な
ら
ば
、
⑦
の
注
記
は
不
要

で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
雑
工
戸
ら
の
徴
発
は
雑
徭
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
こ
で
、『
類
聚
三
代
格
』
慶
雲
三
年
（
七
〇
六
）
二
月
十
六
日
勅
を
取
り
上
げ

た
い
。勅

、
凡
百
姓
身
役
二
十
日
以
上
一
免
レ
庸
。
廿
日
以
上
庸
調
俱
免
。
役
日
雖
レ
多
、

不
レ
得
レ
過
二
卌
日
。一
其
役
二
廿
日
、一
及
給
二
公
粮
。一
即
筑
紫
之
役
十
九
日
、
即
廿

日
以
上
、
皆
同
二
上
文
。一
若
応
レ
役
二
匠
丁
一
者
、
国
司
預
点
二
定
匠
丁
、一
以
二
十
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丁
一
為
二
一
火
。一
給
二
廨
一
丁
。一
上
レ
役
之
日
、
及
給
二
公
粮
。一
還
レ
国
之
時
、
当

レ
酬
二
巧
直
。一
其
一
番
役
日
雖
レ
多
、
不
レ
得
レ
過
二
五
十
日
。一

慶
雲
三
年
二
月
十
六
日

右
は
百
姓
身
役
等
に
つ
い
て
定
め
た
著
名
な
格
で
、
後
段
で
は
匠
丁
に
つ
い
て
特
別

の
雇
役
規
定
を
設
け
て
い
る
。
吉
野
秋
二
氏
は
、
こ
れ
に
よ
り
匠
丁
は
百
姓
身
役
と

は
異
な
り
雇
役
に
よ
っ
て
徴
発
す
る
こ
と
に
加
え
、
公
粮
（
財
源
は
正
税
）
と
功
直

と
を
支
給
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
と
す
る
（
（2
（

。
こ
の
勅
の
対
象
は
畿
外
の
百
姓
・
匠

丁
の
み
で
あ
る
と
さ
れ
る
（
（2
（

が
、
後
段
の
記
述
が
養
老
賦
役
令
22
雇
役
丁
条
の

凡
雇
二
役
丁
一
者
、
本
司
預
計
二
当
年
所
レ
作
色
目
多
少
、一
申
レ
官
。
録
付
二
主

計
、一
覆
審
支
配
。
七
月
卅
日
以
前
奏
訖
。
自
二
十
月
一
日
、一
至
二
二
月
卅
日

内
、一
均
分
上
役
。
一
番
不
レ
得
レ
過
二
五
十
日
。一
若
要
月
者
、
不
レ
得
レ
過
二
卅

日
。一
其
人
限
外
上
役
、
欲
レ
取
レ
直
者
聴
。
国
司
皆
須
下
親
知
二

貧
富
強
弱
、一
因

対
二
戸
口
、一
即
作
二
九
等
一
定
上レ
簿
。
預
為
二
次
第
、一
依
レ
次
赴
レ
役
。

と
い
う
規
定
に
対
応
し
て
お
り
、
こ
の
賦
役
令
規
定
が
匠
丁
を
除
外
す
る
も
の
で
は

な
い
と
さ
れ
る
（
（2
（

こ
と
か
ら
、
律
令
国
家
に
お
け
る
匠
丁
は
、
五
〇
日
を
上
限
と
し
て

雇
役
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
賦
役
令
で
は
閑
月
五
〇
日
・

要
月
三
〇
日
と
差
を
設
け
て
い
る
が
、
慶
雲
三
年
格
に
は
こ
の
よ
う
な
区
別
が
み
ら

れ
ず
、
実
際
に
も
要
月
・
閑
月
の
区
別
な
く
匠
丁
の
長
期
的
使
役
が
行
わ
れ
た
と
さ

れ
る
（
（2
（

。
ま
た
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
畿
外
匠
丁
の
給
養
財
源
を
正
税
と
す
る
こ
と
が

慶
雲
三
年
格
の
内
容
で
あ
る
な
ら
、
畿
内
匠
丁
に
つ
い
て
は
庸
に
よ
る
給
養
が
継
続

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
匠
丁
制
の
展
開
の
中
で
、
一
番
の
使
役
日
数
が
一
貫
し
て
五
〇
日
で

あ
る
点
に
注
目
し
た
い
。
③
で
雑
工
戸
の
人
別
上
番
日
数
を
五
〇
日
以
内
と
定
め
て

い
る
の
も
、
九
世
紀
に
お
け
る
調
庸
雑
徭
相
当
日
数
を
上
番
に
充
当
し
た
の
で
は
な

く
、
よ
り
古
い
淵
源
を
持
つ
匠
丁
雇
役
制
に
准
じ
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
匠
丁
同
様
に
本
来
公
粮
と
功
直
と
を
支
給
さ
れ

る
べ
き
と
こ
ろ
、
中
央
財
源
を
支
出
す
る
こ
と
な
く
技
術
労
働
力
を
徴
発
す
る
と
い

う
安
価
な
動
員
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
戸
内
に
お
け
る
調
庸
雑
徭
免
除
と
そ
れ
に

相
当
す
る
養
物
貢
納
を
定
め
た
も
の
と
理
解
で
き
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
八
世
紀
後
半
か
ら
顕
著
に
な
る
調
庸
の
未
進
に
よ
り
、
中
央
に

お
け
る
給
付
財
源
が
不
足
し
て
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
だ
ろ
う
。
官
人
お
よ
び
工

人
ら
に
は
広
く
庸
か
ら
大
粮
が
支
給
さ
れ
て
い
た
（
（2
（

の
で
、
調
庸
未
進
は
多
数
の
工
人

を
使
役
す
る
手
工
業
生
産
官
司
の
運
営
を
困
難
に
し
た
は
ず
で
あ
る
。
戸
内
の
調
庸

徭
分
に
よ
る
資
養
体
制
は
、
工
人
使
役
に
要
す
る
負
担
を
在
地
へ
転
嫁
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
前
節
で
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
工
人
へ
の
給
養
財
源
こ
そ
が
調
庸
・
雑
徭

免
除
の
第
一
の
側
面
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
上
番
す
る
工
人
の
人
数
や
、
実
際
に
消
費
さ
れ
た
食
料
の
多
少
に
よ
ら

ず
、
毎
年
一
定
額
の
調
庸
徭
分
を
貢
納
さ
せ
る
こ
と
で
、
工
人
の
給
養
の
み
な
ら

ず
、
造
兵
司
の
官
衙
財
源
全
体
を
支
え
る
意
図
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
に
、

調
庸
・
雑
徭
免
除
の
第
二
の
側
面
が
現
れ
て
い
る
。

な
お
、
調
庸
徭
分
を
貢
調
使
が
京
進
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
貢
納
責
任
は
最

終
的
に
国
司
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
不
足
分
を
国
司
の
責
任
で
補
填
さ
せ
る
と
い

う
こ
と
も
理
論
上
は
あ
り
得
る
。
こ
の
よ
う
な
上
番
工
人
へ
の
給
養
財
源
を
在
地
に

転
嫁
す
る
姿
勢
は
、
慶
雲
三
年
格
が
畿
外
匠
丁
の
食
料
を
諸
国
の
正
税
か
ら
支
出
さ

せ
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
こ
と
と
も
相
通
じ
る
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
。
慶
雲
三
年
格

は
匠
丁
の
柔
軟
な
運
用
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
調
庸
徭
分
の
貢
調
使

に
よ
る
京
進
と
、
こ
れ
を
財
源
と
す
る
工
人
の
使
役
と
い
う
雑
工
戸
条
の
規
定
も
同

じ
意
図
に
出
た
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
か
な
り
早
い
段
階
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能

性
も
あ
る
。

⑥
の
絶
戸
田
規
定
も
、
官
衙
財
源
、
特
に
工
人
の
食
料
財
源
の
減
少
と
い
う
背
景

か
ら
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
延
喜
隼
人
式
20
不
仕
料
条
に
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凡
隼
人
等
不
仕
料
、
及
徭
分
絶
戸
田
地
子
等
、
充
二
修
理
料
并
雑
用
。一

と
あ
る
よ
う
に
、
官
司
に
所
属
す
る
特
定
の
戸
に
絶
戸
が
生
じ
た
場
合
、
そ
の
口
分

田
の
地
子
を
本
司
の
財
源
と
す
る
事
例
は
あ
る
が
、
⑥
で
は
こ
れ
を
「
雑
工
食
」
と

使
途
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
左
右
京
あ
わ
せ
て
六
四
戸
の
絶
戸
が
、

式
文
に
お
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
も
特
徴
的
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
新
井
氏
が
、
貞
観
式
を
引
き
写
し
た
際
に
、
京
内
の
戸
は
逃
亡

し
て
絶
戸
と
な
っ
た
た
め
に
加
え
ら
れ
た
注
記
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
た
（
（2
（

が
、
そ

も
そ
も
戸
が
無
実
で
あ
れ
ば
削
除
な
い
し
代
替
の
戸
を
点
定
す
れ
ば
よ
く
、
こ
れ
を

絶
戸
の
ま
ま
維
持
し
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
意
味
が
あ
ろ
う
。

寛
平
八
年
の
兵
庫
寮
形
成
に
伴
い
、
造
兵
司
一
〇
町
三
段
五
四
歩
・
鼓
吹
司
一
九

町
六
段
一
八
歩
・
左
兵
庫
一
二
町
九
段
二
三
四
歩
・
右
兵
庫
一
二
町
九
段
二
三
四

歩
の
諸
司
田
が
全
て
没
収
さ
れ
て
い
る
（
（2
（

。
翌
年
に
は
兵
庫
寮
に
二
二
町
八
段
の
「
要

劇
并
番
上
料
」
田
が
与
え
ら
れ
た
（
（2
（

も
の
の
、
こ
れ
は
左
右
兵
庫
の
合
計
と
ほ
ぼ
等
し

く
、
造
兵
司
・
鼓
吹
司
が
持
っ
て
い
た
諸
司
田
を
丸
ご
と
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
状
況
で
、
上
番
す
る
工
人
に
食
料
を
支
給
し
続
け
る
た
め
に
、『
延
喜
式
』

に
お
い
て
は
あ
え
て
絶
戸
を
定
数
化
し
、
工
人
へ
の
給
養
財
源
と
し
て
規
定
し
た
の

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
京
内
絶
戸
は
単
な
る
注
記
で
は
な
く
、
延
喜
兵
庫

式
編
纂
に
あ
た
っ
て
意
図
的
に
維
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
結本

章
に
お
い
て
得
ら
れ
た
知
見
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
ま
ず
、
雑
工
戸
を
閑
月
に

上
番
す
る
こ
と
と
し
な
が
ら
、
延
喜
兵
庫
式
に
お
い
て
通
年
の
生
産
を
想
定
す
る
規

定
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
要
月
を
含
め
て
雑
工
戸
以
外
に
も
何
ら
か
の
工
人
が
上

番
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
に
諸
規
定
が
立
条
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
確
認
し

た
。

ま
た
、「
役
分
物
」
の
貢
納
に
つ
い
て
、
従
来
は
在
地
で
生
産
さ
れ
た
器
仗
で
あ

る
と
の
見
方
が
主
流
で
あ
っ
た
が
、
同
じ
兵
庫
寮
の
鼓
吹
戸
や
、
木
工
寮
鍛
冶
戸
な

ど
と
の
比
較
か
ら
、
上
番
す
る
工
人
へ
の
養
物
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
こ
れ
と
公

粮
を
支
給
し
な
い
と
の
規
定
か
ら
、
雑
工
戸
は
本
来
公
粮
を
支
給
さ
れ
る
べ
き
匠
丁

に
准
じ
て
徴
発
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、
給
養
財
源
の
安
定
化
の
た
め
に
、
調
庸
徭
分

の
貢
納
と
い
う
形
で
負
担
を
在
地
へ
と
転
嫁
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

こ
こ
か
ら
、『
延
喜
式
』
に
お
け
る
雑
工
戸
の
貢
納
を
、
造
兵
司
に
お
け
る
生
産

そ
の
も
の
の
代
替
と
す
る
理
解
は
誤
り
で
、
む
し
ろ
造
兵
司
に
お
け
る
一
定
の
生
産

活
動
を
支
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
生

産
か
ら
貢
納
へ
と
い
う
変
化
に
よ
り
、
造
兵
司
の
生
産
官
司
と
し
て
の
機
能
が
失
わ

れ
た
こ
と
を
、
造
兵
司
解
体
の
要
因
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
章
で
は
造
兵
司
な
い
し
兵
庫
寮
の
技
術
労
働
力
に
つ
い
て
、
工
人

と
の
み
称
し
て
雑
工
戸
で
あ
る
か
雇
工
で
あ
る
か
は
区
別
せ
ず
に
論
じ
て
き
た
。
し

か
し
、
造
兵
司
に
お
け
る
生
産
活
動
そ
の
も
の
は
継
続
さ
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
造

兵
司
の
解
体
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
九
世
紀
の
造
兵
司
が
徴
発
し
た
工
人
の
具
体

的
な
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
の
雑
工
戸
条
の
理
解

を
も
と
に
、
次
章
で
は
あ
ら
た
め
て
造
兵
司
に
お
け
る
技
術
労
働
力
編
成
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

❷
造
兵
司
に
お
け
る
技
術
労
働
力
編
成

本
章
で
は
、
九
世
紀
に
お
け
る
造
兵
司
の
技
術
労
働
力
基
盤
に
つ
い
て
、
前
章
で

の
検
討
を
踏
ま
え
つ
つ
、
あ
ら
た
め
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。
ま
ず
造
兵
司
に

お
け
る
雑
工
戸
上
番
の
意
義
を
確
認
し
、
次
い
で
造
兵
司
の
活
動
を
文
献
史
料
か
ら

跡
付
け
て
い
く
。
そ
の
う
え
で
、造
兵
司
の
解
体
を
導
い
た
要
因
を
再
検
討
し
た
い
。
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一
律
令
国
家
に
お
け
る
造
兵
司
と
雑
工
戸
の
意
義

ま
ず
は
、
律
令
国
家
に
お
け
る
造
兵
司
の
存
在
意
義
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
造
兵

司
は
、
養
老
職
員
令
26
造
兵
司
条
に

造
兵
司

正
一
人〈
掌
、
造
二
雑
兵
器
、一
及
工
戸
々
口
名
籍
事
。〉
佑
一
人
。
大
令
史
一
人
。

少
令
史
一
人
。
雑
工
部
廿
人
。
使
部
十
二
人
。
直
丁
一
人
。
雑
工
戸
。

と
規
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
器
仗
の
生
産
と
雑
工
戸
の
名
籍
管
理
を
主
な
職
掌
と
し
て

い
た
。
別
記
に
は
雑
工
戸
の
中
に
品
部
と
雑
戸
の
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

養
老
戸
令
19
造
戸
籍
条
に

凡
戸
籍
、
六
年
一
造
。
起
二
十
一
月
上
旬
、一
依
レ
式
勘
造
。
里
別
為
レ
巻
。
惣
写
二
三

通
。一
其
縫
皆
注
二
其
国
其
郡
其
里
其
年
籍
。一
五
月
卅
日
内
訖
。
二
通
申
二
送
太

政
官
、一
一
通
留
レ
国
。〈
其
雑
戸
陵
戸
籍
、
則
更
写
二
一
通
、一
各
送
二
本
司
。一〉

（
後
略
）

と
あ
っ
て
、
造
兵
正
の
職
掌
に
み
え
る
「
工
戸
々
口
名
籍
」
が
雑
戸
籍
を
指
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
八
世
紀
段
階
か
ら
、
官
に
よ
る
も
の
以
外
に
も
武
器

な
ど
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
官
が
生
産
を
独
占
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い

る
（
（2
（

の
で
、
実
質
的
に
は
雑
戸
を
中
心
と
す
る
雑
工
戸
の
管
理
こ
そ
が
造
兵
司
の
中
心

的
な
機
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
右
の
よ
う
に
器
仗
の
生
産
そ
れ
自
体
の
重
要
性
が
必
ず
し
も
高
く
な
い
と

す
る
と
、
造
兵
司
に
所
属
す
る
雑
工
戸
か
ら
、
毎
年
特
定
の
時
期
に
工
房
へ
と
工
人

が
上
番
し
て
く
る
と
い
う
体
制
に
は
、
ど
の
よ
う
な
目
的
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
櫛
木
氏
の
研
究
（
（2
（

に
よ
り
具
体
的
な
様
相
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
技
術
官
人

制
と
い
う
日
本
独
自
の
あ
り
方
に
注
目
し
た
い
。

日
本
で
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
造
兵
司
所
属
の
雑
工
戸
や
雑
工
部
が
明
確
に
「
職

員
」
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
工
人
が
同
時
に
官
人
と
し
て
官
司
内
に
包
摂
さ
れ

て
い
た
。
雑
工
戸
は
官
人
と
は
言
い
難
く
、
あ
く
ま
で
番
上
す
る
工
人
だ
が
、
そ
の

管
理
・
教
習
に
あ
た
る
伴
部
で
あ
る
雑
工
部
は
下
級
官
人
の
一
種
で
あ
り
、
雑
戸
の

う
ち
技
術
に
優
れ
た
者
が
選
出
さ
れ
た
。『
令
義
解
』
職
員
令
27
造
兵
司
条
に

謂
、
此
取
二
雑
工
戸
一
而
充
之
。
其
鍛
冶
司
鍛
部
、
土
工
司
泥
部
等
、
如
レ
此
之

類
者
、
皆
自
二
鍛
戸
泥
戸
内
一
而
取
充
。
但
戸
内
无
レ
人
者
、
通
二
取
佗
氏
。一

と
述
べ
、
ま
た
『
令
集
解
』
同
条
令
釈
に
「
釈
云
、
取
二
雑
工
戸
内
一
也
。」
と
す
る

の
は
、
雑
工
部
が
原
則
的
に
雑
工
戸
か
ら
出
身
す
る
こ
と
を
示
す
。
延
喜
兵
庫
式
32

雑
工
部
条
に
も
「
凡
雑
工
部
廿
人
、
簡
二
取
戸
内
百
姓
芸
業
勝
レ
衆
者
、一
移
二
兵
部

省
一
勘
籍
補
之
。」
と
あ
り
、
雑
工
部
は
雑
工
戸
か
ら
選
出
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
雑
工
戸
か
ら
下
級
官
人
を
選
出
し
て
指
導
に
あ
た
ら
せ
る

と
い
う
サ
イ
ク
ル
は
、
官
司
内
部
で
の
技
術
再
生
産
を
意
図
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
（3
（

。

こ
の
こ
と
は
、
雑
戸
解
放
と
旧
雑
戸
の
上
番
再
開
時
に
お
け
る
史
料
か
ら
も
う
か

が
え
る
。『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
（
七
四
四
）
二
月
丙
午
条
に

丙
午
、
免
二
天
下
馬
飼
雑
戸
人
等
。一
因
勅
曰
、
汝
等
今
負
姓
、
人
之
所
レ
恥
也
。

所
以
原
免
、
同
二
於
平
民
。一
但
既
免
之
後
、
汝
等
手
伎
、
如
不
レ
伝
二
習
子
孫
、一

子
孫
弥
降
二
前
姓
、一
欲
レ
従
二
卑
品
。一
又
放
二
官
奴
婢
六
十
人
一
従
レ
良
。

と
あ
っ
て
、
雑
戸
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
年
四
月
に
は
「
廃
二
造
兵
・

鍛
冶
二
司（（3
（

一
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
造
兵
司
・
鍛
冶
司
の
機
能
も
停
止
し
て
い
る
。

し
か
し
、
雑
戸
解
放
の
勅
の
後
半
で
「
如
不
レ
伝
二
習
子
孫
、一
子
孫
弥
降
二
前
姓
、一

欲
レ
従
二
卑
品
一
」
と
語
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
技
術
伝
習
自
体
は
依
然
免
除
し
て
い
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な
い
。『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
四
年
（
七
五
二
）
二
月
己
巳
条
に

己
巳
、
京
畿
諸
国
鉄
工
・
銅
工
・
金
作
・
甲
作
・
弓
削
・
矢
作
・
桙
削
・
鞍
作
・

鞆
張
等
之
雑
戸
、
依
二
天
平
十
六
年
二
月
十
三
日
詔
旨
、一
雖
レ
蒙
レ
改
二
正
姓
、一

不
レ
免
二
本
業
。一
仍
下
二
本
貫
、一
尋
二
検
天
平
十
五
年
以
前
籍
帳
、一
毎
レ
色
差
発
、

依
レ
旧
役
使
。

と
あ
る
よ
う
に
、
旧
雑
戸
は
国
家
的
な
造
営
事
業
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
再
び
官
司

へ
上
番
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
造
兵
司
も
こ
の
時
ま
で
に
は
復
活
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
（
（3
（

。
一
連
の
流
れ
か
ら
、
造
兵
司
・
鍛
冶
司
の
存
在
意
義
は
、
雑
戸
の
技
術
伝
習
の

場
で
あ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
前
章
第
二
節
に
お
い
て
、
当
時
律
令
国
家
が
自
ら

の
管
理
外
に
お
い
て
軍
需
生
産
技
術
の
維
持
が
期
待
で
き
な
い
と
の
不
安
を
抱
い
て

い
た
と
す
る
春
名
氏
の
見
解
を
挙
げ
た
が
、
そ
れ
が
『
延
喜
式
』
に
至
る
ま
で
、
制

度
上
の
雑
工
戸
の
残
存
を
導
い
た
の
で
あ
っ
た
。

造
兵
司
に
雑
工
戸
を
上
番
さ
せ
る
こ
と
の
基
本
的
な
意
義
は
、
右
の
通
り
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
こ
こ
で
、
雑
工
部
が
番
上
官
と
し
て
、
一
年
を
通
じ
て
造
兵
司
に
上

番
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
別
記
や
『
延
喜

式
』
に
記
す
ご
と
く
、
雑
工
戸
は
閑
月
に
上
番
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
の
で
あ
る

か
ら
、
雑
工
部
の
指
導
が
雑
工
戸
の
み
を
対
象
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
以
外
の

時
期
に
彼
ら
が
上
番
し
て
い
る
必
要
性
が
薄
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、『
類
聚
三

代
格
』
大
同
三
年
（
八
〇
八
）
十
二
月
十
五
日
太
政
官
符
か
ら
は
、
当
時
造
兵
司
に

「
才
長
上
二
員
」
が
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
特
に
技
術
に
優
れ
た
人
物
を
、

職
員
令
の
定
員
外
に
長
上
官
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
明
ら
か
に
造
兵
司

内
に
お
け
る
技
術
伝
習
が
、
雑
工
戸
の
上
番
時
期
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

そ
こ
で
、
前
章
第
一
節
で
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
延
喜
兵
庫
式
の
想
定
す
る
労
働

力
が
雑
工
戸
の
み
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
る
。『
令
集
解
』

賦
役
令
24
丁
匠
赴
役
条
古
記
に
は
、
役
丁
・
匠
丁
の
分
配
に
つ
い
て
「
依
レ
名
分
配
、

謂
依
二
名
簿
、一
木
工
者
配
二
木
工
寮
、一
鍛
師
者
配
二
鍛
冶
司
一
也
。」
と
あ
り
、
造
兵

司
と
同
じ
く
雑
戸
を
所
属
さ
せ
た
鍛
冶
司
に
、
諸
国
か
ら
徴
発
さ
れ
た
匠
丁
と
し
て

「
鍛
師
」
が
上
番
す
る
こ
と
も
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
注
釈
が
古
記
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
広
範
な
技
術
者
の
徴
発
が
、
奈
良
時
代

か
ら
す
で
に
行
わ
れ
た
と
推
定
で
き
る
。
造
兵
司
も
、
品
部
・
雑
戸
制
の
変
質
・
解

体
に
よ
っ
て
そ
の
労
働
力
基
盤
が
雇
工
へ
と
変
化
し
た
の
で
は
な
く
、
当
初
よ
り
雑

工
戸
と
匠
丁
や
雇
工
な
ど
と
の
二
元
的
な
基
盤
を
想
定
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
わ
ゆ
る
官
営
工
房
が
律
令
国
家
全
体
の
技
術
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
（3
（

、
ま
た
堀
部
猛
氏
が
、
全
国
か
ら
徴
発
さ
れ
た
匠
丁
が
中
央

か
ら
地
方
へ
と
技
術
を
伝
播
し
た
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
る
（
（3
（

。
こ
う
し
た
議
論
の

中
に
造
兵
司
と
雑
工
戸
と
を
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。
造
兵
司
に
お
い
て
は
、
軍
需
生
産
技
術
の
基
盤
と
し
て
雑
工
戸
の
管
理

と
教
習
を
行
い
、
こ
の
中
か
ら
選
出
さ
れ
た
雑
工
部
に
よ
っ
て
、
雑
工
戸
の
み
な
ら

ず
匠
丁
や
雇
工
に
対
し
て
も
指
導
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
技
術
指
導
を
受
け
た
工
人

は
、
あ
る
い
は
再
び
造
兵
司
に
上
番
し
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
ま
た
あ
る
い
は
諸
国

へ
と
技
術
を
持
ち
帰
り
、
在
地
に
お
け
る
軍
需
生
産
技
術
の
維
持
・
向
上
に
貢
献
し

た
可
能
性
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
（3
（

。

雑
工
戸
の
上
番
と
、
彼
ら
に
よ
る
技
術
の
再
生
産
が
、
こ
の
よ
う
に
律
令
国
家
の

軍
需
生
産
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
品
部
・
雑
戸
の
解
体
が
進
む

中
で
も
、
律
令
国
家
は
造
兵
司
に
お
け
る
雑
工
戸
の
掌
握
と
教
習
に
固
執
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
に
工
房
内
に
お
け
る
技
術
伝
習
そ
れ
自
体
が
最
重
要
の

課
題
で
あ
っ
た
（
（3
（

か
ら
に
は
、
律
令
国
家
が
雑
工
戸
に
よ
る
在
地
で
の
器
仗
生
産
と
そ

の
貢
納
と
い
う
形
態
を
選
択
す
る
と
は
考
え
が
た
い
こ
と
も
、
前
章
で
述
べ
た
通
り

で
あ
る
。

以
上
、
造
兵
司
に
お
け
る
雑
工
戸
の
官
司
内
技
術
再
生
産
が
、
造
兵
司
に
上
番
す
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る
雑
工
戸
以
外
の
工
人
ら
と
結
び
つ
く
こ
と
で
、
広
く
律
令
国
家
の
技
術
水
準
を
維

持
・
向
上
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
造
兵
司
に

よ
る
雑
工
戸
の
掌
握
と
こ
れ
に
基
づ
く
官
司
へ
の
上
番
の
強
制
は
、
次
第
に
弛
緩
し

て
い
っ
た
こ
と
も
確
実
で
あ
ろ
う
（
（3
（

。
そ
こ
で
次
に
、
造
兵
司
の
活
動
を
文
献
史
料
か

ら
追
っ
て
み
た
い
。

二
史
料
上
に
み
え
る
造
兵
司
の
衰
退

造
兵
司
の
基
盤
が
雑
工
戸
に
あ
る
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ

れ
ま
で
の
手
工
業
や
品
部
雑
戸
制
に
関
す
る
研
究
に
よ
る
と
、
九
世
紀
に
お
い
て
品

部
・
雑
戸
は
す
で
に
解
体
し
、
有
償
で
雇
用
さ
れ
る
工
人
へ
と
労
働
力
基
盤
が
変
化

し
た
と
さ
れ
て
お
り
（
（3
（

、
雑
工
戸
や
鍛
冶
戸
は
調
庸
徭
分
に
よ
っ
て
官
司
に
財
源
を
提

供
す
る
資
養
農
民
化
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
（3
（

。

前
章
第
一
節
に
お
い
て
、
延
喜
兵
庫
式
は
雑
工
戸
以
外
の
工
人
を
も
想
定
し
て
い

る
と
の
見
通
し
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
前
節
で
の
検
討
か
ら
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
品
部
・
雑
戸
か
ら
雇
工
へ
と
い
う
単
純
化
さ
れ
た
理
解
は

必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
当
初
よ
り
労
働
力
と
し
て
は
品
部
・
雑
戸
以
外
の
匠
丁
や

雇
工
な
ど
も
想
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
雑
工
戸
が
実
体
を
失
う
に
伴
っ
て
雇
工

へ
と
一
元
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
本

節
と
次
節
で
は
、
造
兵
司
の
活
動
を
示
す
史
料
を
再
検
討
し
て
い
き
た
い
。

造
兵
司
は
、
地
方
に
お
い
て
生
産
さ
れ
る
器
仗
の
品
質
管
理
に
関
与
し
て
い
た
。

『
続
日
本
紀
』
霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
五
月
甲
午
条
に
は
、

甲
午
、
詔
曰
、（
中
略
）
又
五
兵
之
用
、
自
レ
古
尚
矣
。
服
レ
強
懐
レ
柔
、
咸
因
二

武
徳
。一
今
六
道
諸
国
、
営
二
造
器
仗
、一不
二
甚
窂
固
。一
臨
レ
事
何
用
。
自
レ
今
以
後
、

毎
年
貢
レ
様
、
巡
察
使
出
日
、
細
為
二
校
勘
一
焉
。

と
あ
っ
て
、『
延
喜
式
』
に
ま
で
引
き
継
が
れ
る
様
器
仗
の
貢
進
が
開
始
さ
れ
る
。

そ
の
発
端
が
諸
国
の
生
産
す
る
器
仗
の
品
質
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

点
に
注
目
し
た
い
。
延
喜
兵
部
式
76
様
器
仗
条
に

凡
諸
国
様
器
仗
者
、
省
与
二
兵
庫
一
検
校
定
レ
品
、
了
副
二
国
解
文
一
奏
二
進
内

裏
。一
閲
二
定
其
品
、一
了
省
更
申
レ
官
、
官
下
二
符
兵
庫
寮
、一
即
諸
司
就
レ
庫
収
之
。

其
器
仗
鐫
二
題
専
当
官
人
姓
名
、一
若
検
閲
有
二
不
如
法
、一
随
レ
事
科
貶
。

と
あ
り
、
様
器
仗
は
造
兵
司
雑
工
部
な
ど
の
技
術
者
に
よ
る
点
検
が
行
わ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
六
年
（
八
一
五
）
二
月
十
六
日
太
政
官

符
に
は太

政
官
符

応
レ
造
二
年
料
甲
一
事

右
被
二
右
大
臣
宣
一
偁
、
奉　
レ
勅
、
頃
年
諸
国
所
二
造
進
一
年
料
甲
冑
、
徒
有
二

作
労
之
費
、一
无
レ
有
二
当
用
之
便
。一宜
三
腋
楯
小
手
脚
纏
一
従
二
停
止
。一自
今
已
後
、

立
為
二
永
例
。一

 

弘
仁
六
年
二
月
十
六
日

と
あ
り
、
中
央
で
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
様
器
仗
を
点
検
し
た
結
果
、
実
用
性
の
面

か
ら
不
要
な
部
品
を
取
り
除
く
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
弘
仁
年
間
に
至
る
ま
で
、

造
兵
司
に
よ
る
地
方
の
軍
需
生
産
技
術
へ
の
監
査
・
指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
ろ
う
。

造
兵
司
は
ま
た
、
地
方
へ
の
技
術
伝
播
も
行
っ
た
。
天
平
四
年
（
七
三
二
）
の
節

度
使
に
よ
る
地
方
軍
事
力
の
再
整
備
に
際
し
て
、
節
度
使
の
指
導
の
も
と
で
綿
甲
や

弩
の
製
作
が
行
わ
れ
た
（
（4
（

の
は
、
そ
の
早
い
事
例
で
あ
ろ
う
。
北
啓
太
氏
の
述
べ
る
よ

う
に
、
こ
れ
は
節
度
使
が
技
術
者
を
伴
っ
て
任
地
に
赴
き
、
装
備
の
強
化
を
図
っ
た

も
の
と
解
さ
れ
る
（
（4
（

。
こ
の
段
階
で
は
中
央
の
造
兵
司
に
よ
る
全
国
へ
の
技
術
供
与
が
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節
度
使
を
介
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
八
世
紀
末
か
ら
蝦
夷
と
の
戦
闘
が
激
化
す
る
と
、
造
兵
司
に
よ
る
技
術
支

援
も
活
発
化
し
た
。『
類
聚
三
代
格
』
天
応
元
年
（
七
八
一
）
四
月
十
日
太
政
官
符

に
は
、太

政
官
符

停
二
鉄
甲
一
造
二
革
甲
一
事

右
被
二
内
大
臣
宣
一
偁
、奉　
レ
勅
、如
レ
聞
、諸
国
甲
冑
稍
経
二
年
序
、一皆
悉
渋
綻
、

多
不
レ
中
レ
用
。
三
年
一
度
立
レ
例
修
理
、
随
修
随
破
。
極
費
二
功
役
。一
今
革
之

為
レ
甲
、
牢
固
経
レ
久
、
擐
レ
躬
軽
便
、
中
レ
箭
難
レ
貫
。
計
二
其
功
程
、一
殊
亦
易

レ
成
。
自
今
以
後
、
諸
国
所
レ
造
年
料
甲
冑
宜
二
皆
為
一レ
革
。
即
准
二
前
例
、一
毎
年

進
レ
様
。
但
其
前
造
鉄
甲
不
レ
可
二
徒
爛
。一
毎
レ
経
二
三
年
、一
依
レ
旧
令
レ
修
。

 

天
応
元
年
四
月
十
日

と
あ
っ
て
（
（4
（

、
鉄
甲
の
生
産
を
停
止
し
て
革
甲
を
生
産
す
る
よ
う
に
指
示
が
出
さ
れ
て

い
る
。
末
尾
に
「
毎
年
進
レ
様
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
生
産
さ
れ
た
革
甲
の

品
質
を
中
央
の
造
兵
司
で
生
産
し
た
も
の
を
基
準
に
評
価
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
造

兵
司
に
お
い
て
確
立
し
た
革
甲
の
生
産
技
術
を
諸
国
に
普
及
し
よ
う
と
し
た
の
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
『
続
日
本
紀
』
延
暦
十
年
（
七
九
一
）
六
月
己
亥
条
に
は
、
鉄
甲

三
千
領
を
新
た
な
規
格
の
現
物
見
本
で
あ
る
「
新
様
」
に
よ
っ
て
諸
国
に
修
理
さ
せ

る
と
あ
る
が
、
こ
の
「
新
様
」
も
造
兵
司
か
ら
下
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
よ
う
に
、
九
世
紀
初
頭
ま
で
、
造
兵
司
は
律
令
国
家
の
技
術
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
活
発
に
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
九
世
紀
前
半
ご
ろ

か
ら
、
こ
の
よ
う
に
地
方
の
軍
需
生
産
に
造
兵
司
が
関
与
し
た
こ
と
を
示
す
史
料
は

ほ
と
ん
ど
み
え
な
く
な
る
。
代
わ
っ
て
、
次
第
に
技
術
伝
習
を
縮
小
さ
せ
て
い
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
史
料
が
現
れ
て
く
る
。『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
八
年
（
八
六
六
）

五
月
十
九
日
条
に
は
、

太
政
官
処
分
、
停
二
伊
勢
・
越
前
・
加
賀
・
越
中
・
丹
波
・
丹
後
・
因
幡
・
播
磨
・

備
中
等
九
国
年
貢
馬
革
百
張
。一
造
兵
司
修
理
年
料
甲
百
領
、
令
下
諸
国
貢
二
馬

革
二
百
張
一
以
充
中
彼
料
。上
貞
観
五
年
減
二
修
理
五
十
領
。一
仍
半
折
輸
焉
。

と
あ
る
。
貞
観
五
年
の
段
階
で
造
兵
司
が
毎
年
修
理
す
る
挂
甲
の
数
量
は
半
減
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
延
喜
兵
庫
式
14
破
損
甲
条
に
「
凡
破
損
甲
、
毎
年
五
十
領
、
待
二
官

符
到
一
請
レ
料
修
理
。
即
返
二
納
本
庫
。一」
と
規
定
さ
れ
る
。
同
28
諸
国
修
理
甲
料
条
に

は

凡
諸
国
所
レ
進
修
二
理
甲
一
料
馬
革
者
、
尾
張
六
張
、
近
江
十
七
張
、
美
濃
廿
四

張
、
但
馬
十
一
張
、
播
磨
卅
二
張
、
阿
波
十
張
。
並
以
二
駅
、
伝
、
牧
等
死
馬

皮
一
熟
而
送
之
。
若
不
レ
足
者
、
買
備
満
レ
数
。

と
、
右
の
史
料
に
お
け
る
決
定
に
従
い
百
張
の
馬
革
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
前
章
第

一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
年
料
の
修
理
は
雑
工
戸
上
番
期
間
を
想
定
し
た
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
そ
の
作
業
量
の
削
減
は
、
雑
工
戸
を
中
心
と
す
る
造
兵
司
に
お
け
る
技

術
伝
習
の
縮
小
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
続
日
本
後
紀
』
天
長
十
年
（
八
三
三
）
六
月
庚
午
条
に
、

庚
午
、
兵
部
省
奏
、
造
兵
司
雑
工
廿
人
之
中
割
二
二
人
、一
鼓
吹
々
部
卅
四
人
之

中
、
割
二
大
小
角
鼓
生
各
一
人
、一
将
レ
為
二
省
書
生
。一
許
レ
之
。

と
あ
る
。
雑
工
部
・
鼓
吹
部
は
と
も
に
技
術
教
習
を
行
う
伴
部
で
あ
る
か
ら
、
右
の

記
事
も
当
時
の
造
兵
司
に
お
け
る
技
術
伝
習
が
縮
小
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
す

る
だ
ろ
う
。
延
喜
兵
庫
式
32
雑
工
部
条
に
は
雑
工
部
の
定
員
を
二
〇
人
と
し
て
い
る

の
で
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
旧
数
に
復
し
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
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国
司
与
二
鼓
吹
司
令
史
已
上
一
人
、一
以
二
中
已
上
戸
一
点
定
、
勿
レ
充
二
他
役
。一
山
城

国
吹
戸
七
十
五
烟
也
。
而
国
司
除
二
棄
二
烟
、一只
置
二
七
十
三
烟
。一
其
七
十
三
烟
内
、

所
レ
欠
課
丁
猶
多
。
請
依
レ
式
令
レ
定
二
七
十
五
烟
、一
依
二
旧
年
計
帳
、一
返
二
付
課
丁

卅
六
人
。一
太
政
官
処
分
、
下
二
知
山
城
国
司
、一
依
レ
請
許
レ
之
。

こ
れ
は
恐
ら
く
鼓
吹
司
か
ら
の
解
を
受
け
た
兵
部
省
が
、
鼓
吹
戸
の
管
理
を
め
ぐ
る

山
城
国
司
の
不
正
を
糾
弾
し
た
も
の
で
あ
る
。
延
喜
兵
庫
式
33
鼓
吹
戸
条
お
よ
び
34

鼓
吹
戸
計
帳
条
よ
り
、
鼓
吹
戸
は
戸
内
か
ら
六
丁
を
選
出
し
て
上
番
さ
せ
、
ま
た
鼓

吹
戸
の
計
帳
作
成
時
に
は
鼓
吹
司
官
人
が
現
地
に
赴
く
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
山
城
国
司
は
、戸
ご
と
に
六
丁
の
み
を
記
し
た
計
帳
を
提
出
し
て
お
り
、

ま
た
独
断
で
課
丁
を
増
員
し
て
口
分
田
を
売
却
し
、
あ
る
い
は
課
丁
を
欠
い
て
い
た

と
い
う
。

雑
戸
を
起
源
に
持
つ
鍛
冶
戸
や
飼
戸
（
馬
飼
）
も
、
計
帳
を
作
成
し
て
本
司
に
進

上
す
る
規
定
が
存
在
し
て
お
り
（
（4
（

、
後
述
す
る
よ
う
に
雑
工
戸
も
計
帳
に
よ
る
把
握
を

行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
雇
役
な
ど
の
た
め
に
、
畿
内
に
お
け
る
計
帳
を
通
じ

た
支
配
は
畿
外
に
お
け
る
そ
れ
よ
り
も
厳
密
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
（4
（

が
、
九
世

紀
後
半
に
は
山
城
国
に
お
い
て
す
ら
計
帳
に
よ
る
支
配
が
貫
徹
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
ま
し
て
畿
外
の
状
況
を
正
確
に
掌
握
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ

う
。
戸
を
単
位
と
し
て
雑
工
戸
を
把
握
す
る
か
ら
に
は
、
そ
の
戸
に
つ
い
て
の
情
報

源
で
あ
る
計
帳
に
国
司
の
不
正
が
及
ぶ
こ
と
で
、
雑
工
戸
の
管
理
そ
の
も
の
が
崩
壊

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
閏
二
月
廿

日
条
の
「
太
政
官
処
分
、
令
下
民
部
省
不
レ
待
二
造
兵
司
移
文
、一
給
中
尾
張
国
大
帳
返

抄
。上」
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
尾
張
国
の
大
帳
返
抄
発
給
に
は
、 

「
造
兵
司
移
文
」
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
以
降
は
「
造
兵
司
移
文
」
を
待
つ
こ
と

な
く
返
抄
を
発
給
す
る
こ
と
を
民
部
省
に
命
じ
て
い
る
。
延
喜
主
計
式
下
12
陵
戸
帳

条
に
、

う
に
大
同
三
年
に
は
二
名
の
「
才
長
上
」
も
削
減
さ
れ
て
お
り
、
技
術
伝
習
の
縮
小

は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

大
同
年
間
の
技
術
関
係
下
級
官
人
の
削
減
は
、
民
間
に
お
け
る
技
術
水
準
の
向
上

を
反
映
し
、
官
人
と
し
て
課
役
を
免
除
さ
れ
る
存
在
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
（4
（

。
八
世
紀
の
律
令
国
家
は
、
民
間
に
お
い
て
軍
需
技

術
が
保
存
さ
れ
な
い
こ
と
を
危
惧
し
た
が
、
九
世
紀
に
至
り
、
民
間
に
お
け
る
技
術

が
十
分
に
向
上
し
て
い
た
（
（4
（

こ
と
を
背
景
に
し
て
、
技
術
再
生
産
を
縮
小
し
て
で
も
、

国
家
財
政
の
再
建
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
後
造
兵
司
に
お
け
る
技
術

伝
習
は
縮
小
の
一
途
を
た
ど
っ
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
弘
仁
年
間
に
「
中
外
無

事
」
と
称
さ
れ
た
（
（4
（

よ
う
な
、
内
外
の
軍
事
的
緊
張
の
弛
緩
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

三
雑
工
戸
支
配
の
後
退
と
造
兵
司
の
解
体

造
兵
司
に
お
け
る
技
術
伝
習
が
縮
小
す
る
の
と
同
時
に
、
各
地
の
雑
工
戸
に
対
す

る
支
配
も
形
骸
化
し
て
い
っ
た
。『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
元
年
（
八
七
七
）
十
一

月
八
日
条
に
「
詔
返
二
収
造
兵
司
所
役
之
遠
江
国
雑
工
戸
廿
烟
。一
其
代
充
二
山
城
国
。一

復
レ
旧
也
。」
と
あ
る
の
は
、
山
城
国
か
ら
遠
江
国
、
そ
し
て
再
び
山
城
国
へ
と
雑

工
戸
二
〇
戸
を
改
定
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
容
易
く
点
定
で
き

る
雑
工
戸
が
、
か
つ
て
の
雑
戸
の
流
れ
を
く
む
世
襲
的
な
技
術
民
で
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。

先
に
一
部
を
掲
げ
た
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
（
八
八
〇
）
八
月
十
六
日
条

の
詳
細
を
示
そ
う
。

兵
部
省
言
、
鼓
吹
司
吹
戸
者
、
調
徭
雑
役
、
共
被
二
免
除
。一
資
二
私
粮
食
、一
学
二
習

鼓
角
。一
依
レ
式
、
戸
別
点
二
定
六
丁
。一
若
過
レ
期
者
、
抜
二
補
他
戸
課
丁
。一
而
山
城

国
司
、
六
丁
之
外
、
加
二
置
課
丁
五
六
人
、一
兼
売
二
却
見
丁
之
戸
田
。一
請
依
レ
式
令

レ
行
レ
之
。
又
吹
戸
男
女
、
老
少
有
レ
数
、
須
三
依
レ
数
載
二
計
帳
。一
而
山
城
国
司
除
二

棄
大
小
口
、一只
抄
二
六
丁
、一
以
為
二
一
戸
。一
請
依
レ
数
令
レ
載
レ
帳
。
又
吹
戸
計
帳
者
、
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凡
左
京
、
五
畿
内
、
伊
勢
、
近
江
、
紀
伊
、
淡
路
等
職
国
陵
戸
帳
、
諸
陵
寮
勘

畢
後
、
待
二
彼
寮
移
一
放
二
大
帳
返
抄
。一

と
規
定
し
て
い
る
こ
と
よ
り
、「
造
兵
司
移
文
」
も
雑
工
戸
の
計
帳
に
関
わ
る
も
の

で
あ
る
と
み
て
よ
い
。
そ
れ
が
今
後
不
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、す
で
に
こ
の「
造

兵
司
移
文
」
に
実
効
性
が
な
か
っ
た
、
す
な
わ
ち
在
地
に
お
け
る
雑
工
戸
に
造
兵
司

の
把
握
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
造
兵
司
に
お
け
る
雑

工
戸
は
、
も
は
や
人
別
に
把
握
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
単
に
数
量
的
に
戸
数
な
い

し
人
数
で
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
、
雑
工
戸
の
側
で
も
、
延
喜
兵
庫
式
に
絶
戸
の
記
載
が
あ
る
よ
う
に
、
造
兵

司
の
支
配
か
ら
脱
す
る
動
き
が
あ
っ
た
。
浅
香
氏
は
九
世
紀
の
中
央
官
司
に
お
い
て
、

品
部
・
雑
戸
や
飛
騨
匠
丁
な
ど
の
律
令
に
規
定
さ
れ
た
徭
役
労
働
力
が
失
わ
れ
、
代

わ
っ
て
各
種
の
雑
工
の
補
充
や
雇
用
労
働
力
の
動
員
が
行
わ
れ
て
い
た
と
す
る
（
（4
（

。

こ
の
よ
う
な
、
国
司
と
雑
工
戸
と
い
う
両
面
か
ら
の
抵
抗
こ
そ
が
、
雑
工
戸
を
造

兵
司
の
労
働
力
基
盤
か
ら
、
官
司
財
源
へ
と
変
質
さ
せ
る
要
因
で
は
な
か
っ
た
か
。

元
慶
元
年
の
記
事
は
、
こ
う
し
た
変
化
が
制
度
面
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
で

あ
る
。

し
か
る
に
、
特
殊
な
計
帳
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
世
襲
的
集
団
の
解
体
は
、
一
面

で
は
官
司
隷
属
民
と
し
て
の
雑
戸
の
遺
制
か
ら
、
造
兵
司
と
雑
工
戸
と
が
脱
却
し
た

こ
と
を
も
意
味
し
て
い
る
。
雑
戸
解
放
以
降
、
八
世
紀
か
ら
品
部
・
雑
戸
制
が
急
速

に
解
体
し
た
の
で
は
な
く
、
実
際
に
は
特
定
の
集
団
に
対
す
る
計
帳
を
通
じ
た
官
司

の
支
配
は
比
較
的
長
く
残
存
し
、
九
世
紀
後
半
に
至
っ
て
よ
う
や
く
名
実
と
も
に
解

体
し
た
の
で
あ
っ
た
。

栄
原
永
遠
男
氏
は
、
京
内
を
中
心
に
徭
役
労
働
が
解
体
し
、
代
わ
っ
て
九
世
紀
に

お
け
る
雇
用
労
働
が
京
内
に
お
い
て
最
も
発
達
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
（4
（

。
栄
原
氏
に

よ
れ
ば
、
京
内
お
よ
び
周
辺
に
は
、
農
業
生
産
か
ら
遊
離
し
て
雇
用
労
働
に
よ
り
銭

貨
な
ど
を
入
手
す
る
人
々
が
存
在
し
、
律
令
国
家
の
労
働
力
供
給
源
と
な
っ
て
い
た
。

雑
工
戸
か
ら
の
上
番
が
確
保
で
き
な
く
な
る
と
、
造
兵
司
は
こ
の
よ
う
な
雇
用
労
働

力
に
依
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
前
節
ま
で
で
み
て
き
た
技
術
伝
習
と
い
う
点
で
は
、
民
間
の
工
人
の
う
ち

優
れ
た
者
を
雑
工
部
と
し
て
登
用
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
浅
香
氏
は
、
九
世

紀
以
降
手
工
業
を
営
む
富
豪
層
が
現
れ
、
彼
ら
が
諸
司
の
工
房
や
王
臣
家
な
ど
の
も

と
で
流
動
的
に
就
労
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
（5
（

。
雑
工
戸
内
に
適
任
者
の
い
な
い
と
き
に

は
、
他
の
白
丁
ら
を
雑
工
部
に
任
ず
る
と
す
る
『
令
義
解
』
の
説
は
、
こ
う
し
た
実

情
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
本
章
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
造
兵
司
に
お
け
る
技
術
伝
習
は
、

雑
工
戸
を
母
体
と
す
る
指
導
者
に
よ
り
、
軍
需
生
産
技
術
を
白
丁
工
人
ら
へ
と
普
及

す
る
こ
と
で
、
律
令
国
家
全
体
に
お
け
る
技
術
水
準
の
維
持
・
向
上
を
図
る
も
の
で

あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
民
間
に
お
け
る
有
技
術
者
・
工
人
の
充
実
を
受
け
て
、
雑
工
戸

の
上
番
を
放
棄
し
て
雇
工
へ
と
労
働
力
を
一
元
化
さ
せ
た
こ
と
、
さ
ら
に
技
術
指
導

者
に
も
雑
工
戸
以
外
の
有
技
術
者
を
取
り
込
ん
だ
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
は
造
兵
司

の
究
極
的
な
存
在
目
的
が
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
も
い
え
る

の
で
あ
る
。

で
は
、
品
部
・
雑
戸
制
の
遺
制
と
し
て
の
雑
工
戸
が
解
体
す
る
中
で
、
貞
観
造
兵

司
式
に
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
相
当
条
文
の
内
容
は
ど
の
よ

う
に
機
能
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
段
階
で
は
、
新
井
氏
の
述
べ
た
ご
と
く
、
雑
工
戸
は
調
庸
徭
分
を
も
っ
て
造

兵
司
の
運
営
に
必
要
な
財
源
、
具
体
的
に
は
工
人
の
功
直
と
食
料
と
の
財
源
を
供
給

す
る
資
養
農
民
と
な
っ
て
い
た
（
（5
（

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
上
番
す
る
雑
工
戸

の
資
養
形
態
を
定
め
た
規
定
は
、
雑
工
戸
か
ら
の
収
取
と
上
番
す
る
工
人
へ
の
給
養

の
規
定
と
し
て
読
み
換
え
ら
れ
、『
延
喜
式
』
に
ま
で
引
き
継
が
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
て
、
元
慶
年
間
の
前
後
に
雑
工
戸
に
対
す
る
特
殊
計
帳
に
よ
る
支
配
が
放

棄
さ
れ
、
造
兵
司
の
労
働
力
基
盤
が
雇
工
ら
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
大
宝
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に
よ
り
つ
つ
確
認
し
、造
兵
司
の
基
盤
と
な
る
雑
工
戸
と
の
関
係
が
い
か
に
変
質
し
、

造
兵
司
の
解
体
へ
と
至
っ
た
の
か
を
跡
付
け
た
。
そ
の
結
果
、
造
兵
司
の
解
体
の

最
大
の
要
因
は
、
雑
工
戸
に
対
す
る
計
帳
を
通
じ
た
個
別
人
身
支
配
の
崩
壊
と
、
京

内
を
中
心
に
増
加
し
た
雇
用
労
働
力
へ
の
労
働
力
基
盤
の
シ
フ
ト
で
あ
っ
た
と
考
え

た
。徴

発
を
忌
避
す
る
雑
工
戸
と
、
計
帳
に
不
正
な
改
変
を
加
え
る
国
司
と
に
よ
る
抵

抗
を
前
に
、
造
兵
司
は
特
定
集
団
に
よ
る
技
術
伝
習
と
い
う
建
前
を
放
棄
し
、
京
周

辺
の
工
人
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
る
技
術
労
働
力
確
保
へ
と
向
か
っ
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
背
景
に
、
民
間
に
お
け
る
技
術
力
の
向
上
と
、
広
範
な
雇
用
労
働
の
展
開

が
あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
学
の
明
ら
か
に
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
は
造
兵
司
に
着
目
し
た
た
め
に
、
扱
う
史
料
も
限
ら
れ
、
律
令
国
家
に
お
け

る
技
術
労
働
の
全
体
像
に
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
軍
需
生
産
に
限
っ
て
も
、

中
央
と
地
方
と
の
関
係
や
、
律
令
軍
制
全
体
の
動
向
の
中
で
の
造
兵
司
の
役
割
な
ど

を
、
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
律
令
国
家
の
技
術
体
系
・
軍
事
体

制
の
中
に
い
か
に
し
て
造
兵
司
を
位
置
付
け
る
か
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

筆
者
の
力
不
足
に
よ
り
、
推
論
と
な
る
部
分
も
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
本

稿
に
お
い
て
先
学
の
記
述
の
意
図
を
誤
解
し
、
あ
る
い
は
研
究
に
不
当
な
批
判
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
恐
れ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
諸
賢
の
御
叱
正
を
賜
れ
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

註（
1
）
早
川
万
年
「
延
喜
兵
庫
式
の
成
立
」〔『
延
喜
式
研
究
』
二
三
、
二
〇
〇
七
〕。

（
2
）
狩
野
久
「
品
部
雑
戸
制
論
」〔
狩
野
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都
城
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
九
〇
所
収
、
初
出
一
九
六
〇
〕。

（
3
）
松
本
政
春
「
造
兵
司
の
復
置
年
代
に
つ
い
て
」〔
松
本
『
奈
良
時
代
軍
事
制
度
の
研
究
』
塙

書
房
、
二
〇
〇
三
所
収
、
初
出
一
九
八
三
〕。
ま
た
訳
注
日
本
史
料
『
延
喜
式
下
』〔
集
英
社
、

二
〇
一
七
〕
に
お
け
る
当
該
条
文
補
注
（
担
当
は
中
村
光
一
氏
）
も
、
同
様
の
理
解
を
示
し
て

い
る
。

令
以
来
雑
工
戸
の
管
理
を
担
っ
て
き
た
四
等
官
の
必
要
性
が
大
き
く
低
下
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
つ
い
に
寛
平
八
年
、
造
兵
司
は
兵
庫
寮
へ
と
統
合

さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

小
結本

章
で
は
、
律
令
制
下
の
造
兵
司
が
担
っ
た
技
術
再
生
産
と
い
う
機
能
を
確
認

し
、
九
世
紀
に
そ
の
機
能
が
縮
小
し
た
こ
と
、
そ
れ
と
前
後
し
て
造
兵
司
の
基
盤
で

あ
る
雑
工
戸
に
対
す
る
支
配
が
崩
壊
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、
少
な
い
な
が
ら
も
造
兵

司
の
活
動
状
況
を
示
す
史
料
か
ら
跡
付
け
て
き
た
。

こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
は
、
造
兵
司
解
体
の
直
接
的
要
因
が
雑
工
戸
に
対
す
る
個

別
人
身
支
配
の
放
棄
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
松
本
氏
は
、
造
兵
司
が
官
司
内
で
の

生
産
か
ら
雑
工
戸
に
よ
る
貢
納
へ
と
移
行
し
た
こ
と
を
造
兵
司
解
体
の
要
因
と
し
て

想
定
し
た
が
、
実
際
に
は
雑
工
戸
の
解
体
後
も
工
人
を
雇
用
労
働
力
に
依
存
し
な
が

ら
生
産
活
動
は
維
持
さ
れ
て
い
た
。

む
し
ろ
造
兵
司
の
活
動
を
維
持
す
る
う
え
で
、
も
は
や
雑
工
戸
と
い
う
特
定
の
集

団
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
ま
た
京
内
お
よ
び
周
辺
に
お
け
る
有
技
術
者
・
手

工
業
民
の
増
加
を
受
け
て
そ
の
必
要
も
な
く
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、
造
兵
司
の
四
等
官

を
廃
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
中
央
に
お
い
て
軍
需
生
産
を
行
っ
た
造
兵
司
が
寛
平
八
年
に
解
体
さ

れ
る
ま
で
、
い
か
な
る
経
過
を
た
ど
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
き
た
。

ま
ず
第
一
章
で
、
延
喜
兵
庫
式
31
雑
工
戸
条
の
内
容
を
具
体
的
に
分
析
し
、
九
世

紀
の
造
兵
司
が
在
地
で
生
産
さ
れ
た
器
仗
を
貢
納
さ
せ
た
と
す
る
説
は
成
り
立
た

ず
、
む
し
ろ
官
司
に
工
人
を
上
番
さ
せ
る
た
め
の
規
定
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
。

次
い
で
第
二
章
で
は
、
律
令
制
下
に
お
け
る
造
兵
司
の
存
在
意
義
を
先
学
の
成
果
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（
4
）
『
政
事
要
略
』
巻
五
十
九
所
引
貞
観
十
年
十
一
月
十
六
日
民
部
省
符
。

（
5
）
新
井
喜
久
夫
「
品
部
雑
戸
制
の
解
体
過
程
」〔
彌
永
貞
三
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
日
本
古
代

の
社
会
と
経
済
』
上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
八
所
収
〕

（
6
）
浅
香
年
木
「
官
営
工
房
の
解
体
と
私
営
工
房
の
構
造
」〔
浅
香
『
日
本
古
代
手
工
業
史
の
研

究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
一
所
収
、
初
出
一
九
六
四
〕

（
7
）
中
村
光
一
「
大
同
、
寛
平
両
期
に
お
け
る
兵
庫
寮
の
再
編
に
つ
い
て
」〔『
史
聚
』
三
九
・ 

四
〇
、
二
〇
〇
七
〕。

（
8
）
浅
香
氏
前
掲
註
6
論
文
。

（
9
）
新
井
氏
前
掲
註
5
論
文
。

（
10
）
櫛
木
謙
周
「
律
令
制
人
民
支
配
と
労
働
力
編
成
」〔
櫛
木
『
日
本
古
代
労
働
力
編
成
の
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
九
六
所
収
、
初
出
一
九
七
九
〕
五
二
頁 

注
（
16
）。

（
11
）
訳
注
日
本
史
料
『
延
喜
式
下
』
木
工
式
30
鍛
冶
調
庸
徭
条
補
注
（
担
当
は
三
上
喜
孝
氏
）。

（
12
）
古
尾
谷
知
浩
「
都
城
と
手
工
業
」〔
舘
野
和
己
編
『
日
本
古
代
の
み
や
こ
を
探
る
』
勉
誠
出

版
、
二
〇
一
五
所
収
〕。

（
13
）
櫛
木
氏
「
律
令
制
下
の
技
術
労
働
力
編
成
」〔
櫛
木
氏
前
掲
註
10
著
書
所
収
、
初
出

一
九
八
九
〕。

（
14
）
春
名
宏
昭
「
藤
原
仲
麻
呂
政
権
下
の
品
部
・
雑
戸
と
官
奴
婢
」〔
義
江
彰
夫
編
『
古
代
中
世

の
政
治
と
権
力
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
六
所
収
〕。

（
15
）
養
老
賦
役
令
37
雑
徭
条
。

（
16
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
八
月
甲
午
条
。

（
17
）
春
名
氏
前
掲
註
14
論
文
。

（
18
）
新
井
氏
は
こ
れ
を
貞
観
八
年
以
降
、
元
慶
元
年
十
一
月
八
日
以
前
と
す
る
。
新
井
氏
前
掲
註

5
論
文
五
二
三
頁 

注
（
46
）。

（
19
）
長
山
泰
孝
「
徭
役
と
給
粮
」〔
長
山
『
律
令
負
担
体
系
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
六
所
収
、

初
出
同
じ
〕。

（
20
）
吉
野
秋
二
「
大
宝
令
歳
役
・
雇
役
制
試
論
」〔
吉
野
『
日
本
古
代
社
会
編
成
の
研
究
』
塙
書
房
、

二
〇
一
〇
所
収
、
初
出
一
九
九
八
〕。

（
21
）
大
津
透
「
律
令
国
家
と
畿
内
」〔
大
津
『
律
令
国
家
支
配
構
造
の
研
究
』
岩
波
書
店
、

一
九
九
三
所
収
、
初
出
一
九
八
五
〕、
吉
野
氏
前
掲
註
20
論
文
。

（
22
）
吉
野
氏
前
掲
註
20
論
文
。

（
23
）
吉
野
氏
前
掲
註
20
論
文
。

（
24
）
早
川
庄
八
「
律
令
財
政
の
構
造
と
そ
の
変
質
」〔
早
川
『
日
本
古
代
の
財
政
制
度
』
名
著
刊

行
会
、
二
〇
〇
〇
所
収
、
初
出
一
九
六
五
〕。

（
25
）
新
井
氏
前
掲
註
5
論
文
。

（
26
）
『
類
聚
三
代
格
』
寛
平
八
年
（
八
九
六
）
九
月
七
日
太
政
官
符
。

（
27
）
『
類
聚
三
代
格
』
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
二
月
十
七
日
太
政
官
符
。

（
28
）
吉
田
晶
「
古
代
に
お
け
る
住
民
の
武
装
と
国
家
的
軍
制
」〔『
歴
史
評
論
』
五
一
四
、一
九
九
三
〕、

古
尾
谷
氏
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
古
代
の
鉄
生
産
・
流
通
と
鉄
製
品
の
生
産
」〔
奈
良
文
化
財
研

究
所
編
集
発
行
『
官
衙
・
集
落
と
鉄
』
二
〇
一
一
〕。

（
29
）
櫛
木
氏
前
掲
註
13
論
文
。

（
30
）
櫛
木
氏
前
掲
註
13
論
文
。

（
31
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
十
六
年
四
月
甲
寅
条
。

（
32
）
松
本
氏
前
掲
註
3
論
文
。

（
33
）
櫛
木
氏
「
日
本
古
代
手
工
業
論
ノ
ー
ト
」〔
櫛
木
氏
前
掲
註
10
著
書
所
収
、
初
出
一
九
九
一
〕。

（
34
）
堀
部
猛
「
匠
丁
考
」〔『
延
喜
式
研
究
』
九
、
一
九
九
四
〕。

（
35
）
櫛
木
氏
「
律
令
制
的
技
術
労
働
力
編
成
の
形
成
と
そ
の
背
景
」〔『
洛
北
史
学
』
一
九
、 

二
〇
一
七
〕
は
、
エ
ダ
チ
と
し
て
全
国
的
に
徴
発
さ
れ
、
中
央
で
使
役
さ
れ
た
人
々
に
対
し
、

技
術
官
人
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
る
と
い
う
形
態
が
存
在
し
た
と
す
る
。
そ
し
て
エ
ダ
チ
は
律

令
制
下
の
歳
役
・
雇
役
に
引
き
継
が
れ
、
特
に
技
術
を
有
す
る
白
丁
を
対
象
に
し
た
匠
丁
制
が

先
の
慶
雲
三
年
格
に
よ
り
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
整
理
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
央
に
集
め
ら

れ
た
人
々
に
対
し
て
技
術
官
人
に
よ
る
指
導
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
律
令
制
以
前
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
な
ら
ば
、
造
兵
司
に
お
い
て
匠
丁
ら
に
対
す
る
技
術
伝
習
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
方
が
自

然
で
あ
る
。

（
36
）
な
お
、
松
本
氏
「
延
喜
兵
部
省
式
諸
国
器
仗
条
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」〔
松
本
氏
前
掲
註
3
著

書
所
収
、
初
出
一
九
八
一
〕
や
、
中
村
氏
「
令
制
下
に
お
け
る
武
器
生
産
に
つ
い
て
」〔
虎
尾

俊
哉
編
『
律
令
国
家
の
地
方
支
配
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
五
所
収
〕
の
よ
う
に
、
毎
年
諸
国

に
特
定
の
種
類
の
器
仗
を
一
定
数
生
産
さ
せ
る
年
料
器
仗
制
が
畿
内
に
存
在
し
な
い
こ
と
か

ら
、
造
兵
司
の
生
産
す
る
器
仗
が
畿
内
に
供
給
さ
れ
た
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
節

で
の
検
討
を
ふ
ま
え
る
な
ら
、
造
兵
司
が
毎
年
一
定
の
器
仗
を
生
産
・
修
理
す
る
こ
と
は
工
房

に
お
け
る
技
術
伝
習
と
不
可
分
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
む
し
ろ
年
料
器
仗
制
そ
れ

自
体
も
、
国
衙
工
房
な
ど
に
お
け
る
技
術
伝
習
の
た
め
の
制
度
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　

著
名
な
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
十
三
年
（
八
二
二
）
閏
九
月
廿
日
太
政
官
符
に
は
、
国
ご
と

に
一
人
の
「
造
二
年
料
器
仗
長
一
」
と
、
国
の
等
級
に
応
じ
て
一
二
〇
人
か
ら
三
〇
人
の
「
同

丁
」
が
「
徭
丁
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
中
村
氏
は
、
軍
団
廃
止
以
前
に
は
年
料
器
仗
の
製

作
に
は
兵
士
を
充
て
た
と
す
る
が
、
十
川
陽
一
氏
「
律
令
制
下
の
技
術
労
働
力
」〔
十
川
『
日

本
古
代
の
国
家
と
造
営
事
業
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
所
収
、
初
出
二
〇
〇
八
〕
の
述
べ
る

よ
う
に
、
律
令
制
下
の
諸
国
で
は
手
工
業
技
術
を
持
つ
者
が
把
握
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
兵
士
で

あ
れ
雑
徭
で
あ
れ
、
有
技
術
白
丁
に
よ
る
技
術
伝
習
が
行
わ
れ
た
と
考
え
て
差
し
支
え
な
い
だ

ろ
う
。

　
　
　

畿
内
に
年
料
器
仗
の
規
定
が
な
い
の
は
、
雑
工
戸
が
畿
内
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
造

兵
司
に
お
け
る
技
術
伝
習
で
十
分
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。中
村
氏
自
身
が
述
べ
る
よ
う
に
、
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（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
リ
サ
ー
チ
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

（
二
〇
一
八
年
九
月
一
八
日
受
付
、
二
〇
一
九
年
二
月
六
日
審
査
終
了
）

年
料
器
仗
は
諸
国
の
生
産
し
得
る
器
仗
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
追
加
で
の
生
産
を

行
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
年
料
器
仗
の
規
定
が
、
た
だ
ち
に
器
仗
生
産
の
有
無
を

示
す
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
畿
内
に
造
兵
司
か
ら
武
器
を
供
給
し
た
と
断
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
37
）
浅
香
氏
前
掲
註
6
論
文
、
新
井
氏
前
掲
註
5
論
文
。

（
38
）
浅
香
氏
前
掲
註
6
論
文
。

（
39
）
新
井
氏
前
掲
註
5
論
文
。

（
40
）
天
平
六
年
（
七
三
四
）
出
雲
国
計
会
帳
〔『
大
日
本
古
文
書
』
一
、
五
八
六
頁
～
六
〇
四
頁
〕。

（
41
）
北
啓
太「
天
平
四
年
の
節
度
使
」〔
土
田
直
鎮
先
生
還
暦
記
念
会
編『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』

上
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
四
所
収
〕。

（
42
）
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
一
年
（
七
八
〇
）
八
月
庚
戌
条
に
同
内
容
の
勅
が
見
え
て
い
る
。

（
43
）
目
崎
徳
衛
「
平
城
朝
の
政
治
史
的
考
察
」〔
目
崎
『
平
安
文
化
史
論
』
桜
楓
社
、
一
九
六
八

所
収
、
初
出
一
九
六
二
〕。

（
44
）
例
え
ば
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
（
八
三
五
）
九
月
乙
卯
条
に
み
え
る
よ
う
に
、
当
時
造

兵
司
の
官
人
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
嶋
木
史
真
が
、
自
ら
新
式
の
弩
を
開
発
し
、
こ
れ
を

律
令
政
府
に
提
供
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
彼
は
外
従
五
位
下
の
位
階
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
技

術
系
の
官
職
を
経
た
可
能
性
も
あ
る
が
、「
機
巧
之
思
、
頗
超
二
群
匠
。一」
と
称
さ
れ
、
広
範
に

存
在
し
た
有
技
術
者
の
一
人
で
あ
ろ
う
。

（
45
）
『
類
聚
三
代
格
』
弘
仁
四
年
（
八
一
三
）
八
月
九
日
太
政
官
符
。

（
46
）
延
喜
木
工
式
29
鍛
冶
戸
条
、
延
喜
左
右
馬
式
61
飼
戸
計
帳
条
。

（
47
）
杉
本
一
樹
「「
計
帳
歴
名
」
の
京
進
に
つ
い
て
」〔
杉
本
『
日
本
古
代
文
書
の
研
究
』
吉
川
弘

文
館
、
二
〇
〇
一
所
収
、
初
出
一
九
八
五
〕。

（
48
）
浅
香
氏
前
掲
註
6
論
文
。

（
49
）
栄
原
永
遠
男
「
律
令
国
家
と
日
本
古
代
銭
貨
」〔
栄
原
『
日
本
古
代
銭
貨
流
通
史
の
研
究
』

塙
書
房
、
一
九
九
三
所
収
、
初
出
一
九
七
二
〕。

（
50
）
浅
香
氏
前
掲
註
6
論
文
。

（
51
）
新
井
氏
前
掲
註
5
論
文
。

付
記　

　

本
稿
は
、
公
益
財
団
法
人
髙
梨
学
術
奨
励
基
金
平
成
三
十
年
度
研
究
助
成
（
若
手
研
究
助
成
）

に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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record the activities of the Office of Weapon Manufacture show that the technical training within the 

office and its management of the zakko-ko were in decline in the ninth century.

     As a result, the Office of Weapon Manufacture relinquished control over the zakko-ko, and on 

the backdrop of the growth of the labor force in the capital and of the increase of people involved 

in handcraft manufacture in the central provinces, it switched to a system in which technicians and 

manpower would be hired as necessary. Thus, the Office of Weapon Manufacture, which since the 

emanation of the Taiho- codes had been in charge of administering the zakko-ko, was dissolved, and its 

function as a place of production was inherited by the Bureau of Military Storehouses.

Key Words: Zakko-ko 雑工戸 , Groups of Miscellaneous Artisans, the Office of Weapon Manufacture, 

the Bureau of Military Storehouses,  the Engishiki, the labor force.
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The Transformation of the Zakko-ko (Groups of Miscellaneous Artisans) 
and the Dissolution of the Office of Weapon Manufacture

FURUTA Kazufumi

     In this paper, I will focus on zakko-ko 雑工戸 , groups of miscellaneous artisans descended from the 

shinabe 品部 and zakko 雑戸 , groups of skilled workers in the Nara period. Through an examination of 

the changes in their management and recruitment, I will clarify the context that led to the integration 

of the Office of Weapon Manufacture into the Bureau of Military Storehouses in the eighth year of the 

Kanpyo- era (896).

     Scholars have developed mutually incompatible understandings of this process. On one hand, it is 

thought that the zakko-ko, made up of zakko who were involved in military affairs, was maintained until 

the Engishiki because the ritsuryo- state had a strong interest in them; on the other hand, some think 

they were not made to serve in the Bureau of Military Storehouses and ended up producing weapons 

in the provinces as tribute. In this way, because there was only a vague understanding of the zakko-ko 

on which the Office of Weapon Manufacture was based, scholars have been unable to provide a clear 

answer to the question of why the Office of Weapon Manufacture was dissolved and incorporated into 

the Bureau of Military Storehouses.

     I think there are two reasons for this. First, article 31 on the zakko-ko from the “Procedures for 

the Bureau of Military Storehouses” in the Engishiki has not been properly analyzed; and second, 

the activities of Office of Weapon Manufacture up until into incorporation into the Bureau of Military 

Storehouses have not been sufficiently examined. Therefore, in this paper I will offer a corrective 

to these shortcomings by outlining the change in the relationship between the Office of Weapon 

Manufacture and the zakko-ko, and by investigating the reasons that brought to the dissolution of the 

Office of Weapon Manufacture.

     From an analysis of the “Procedures for the Bureau of Military Storehouses” in the Engishiki it can 

be noted that there is no mention of the fact that the zakko-ko would be engaged in the production of 

weapon in the provinces,  and it is specified that, as it was also previously done, craftsmen would be 

made to serve in the center.

     Concerning the Of fice of Weapon Manufacture in the eighth and ninth centuries, I have 

corroborated the results of previous research by showing that its central function lay in the 

reproduction of manufacturing techniques for military supplies. In addition, the historical sources that 


